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【届出の対象とした募集有価証券の種類】 新株予約権証券及び新株予約権証券（行使価額修正条項付新株予

約権付社債券等）

【届出の対象とした募集金額】
 
（2018年第１回新株予約権）  

その他の者に対する割当 8,023,330円

（新株予約権の発行価額の総額に新株予約権の行使に際して払込

むべき金額の合計額を合算した金額）

 1,008,057,330円

（2018年第２回新株予約権）  

その他の者に対する割当 4,061,364円

（新株予約権の発行価額の総額に新株予約権の行使に際して払込

むべき金額の合計額を合算した金額）

 1,004,221,364円

（2018年第３回新株予約権）  

その他の者に対する割当 3,463,712円

（新株予約権の発行価額の総額に新株予約権の行使に際して払込

むべき金額の合計額を合算した金額）

 2,003,783,712円

（注）　2018年第２回新株予約権及び2018年第３回新株予約権に

ついては新株予約権の行使に際して払込むべき金額の合

計額は、当初行使価額ですべての新株予約権が行使され

たと仮定した場合の金額であります。2018年第１回新株

予約権については行使価額が調整された場合、2018年第

２回新株予約権及び2018年第３回新株予約権については

行使価額が修正又は調整された場合、新株予約権の発行

価額の総額に新株予約権の行使に際して払込むべき金額

の合計額を合算した金額は増加又は減少する可能性があ

ります。

新株予約権の行使期間内に行使が行われない場合及び当

社が新株予約権を取得し、消却した場合には、新株予約

権の発行価額の総額に新株予約権の行使に際して払込む

べき金額の合計額を合算した金額は減少する可能性があ

ります。
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【安定操作に関する事項】 該当事項はありません。

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

スター・マイカ株式会社(E05628)

有価証券届出書（参照方式）

 2/31



第一部【証券情報】

第１【募集要項】

１【新規発行新株予約権証券（2018年第１回新株予約権証券）】

（１）【募集の条件】

発行数 4,270個（新株予約権１個につき100株）

発行価額の総額 8,023,330円

発行価格 新株予約権１個当たり1,879円（本新株予約権の目的である株式１株当たり18.79円）

申込手数料 該当事項はありません。

申込単位 １個

申込期間 2018年９月18日

申込証拠金 該当事項はありません。

申込取扱場所
スター・マイカ株式会社　財務部

東京都港区虎ノ門四丁目３番１号

払込期日 2018年９月18日

割当日 2018年９月18日

払込取扱場所
株式会社三菱ＵＦＪ銀行　京橋支店

東京都中央区銀座一丁目７番３号

　（注）１　2018年第１回新株予約権（以下、「１　新規発行新株予約権証券（2018年第１回新株予約権証券）」におい

て、「本新株予約権」といいます。なお、「第一部　証券情報　第１　募集要項　２　新規発行新株予約権

証券（2018年第２回新株予約権証券）　(2）新株予約権の内容等　注１」の記載、「第一部　証券情報　第

１　募集要項　３　新規発行新株予約権証券（2018年第３回新株予約権証券）　(2）新株予約権の内容等　

注１」の記載及び「第一部　証券情報　第１　募集要項　４　新規発行による手取金の使途」以降の記載に

おいては、本新株予約権並びに本新株予約権と同日に発行される2018年第２回新株予約権及び2018年第３回

新株予約権を総称して「本新株予約権」といいます。）については、2018年８月30日付の当社取締役会にお

いて発行を決議しております。

２　申込み及び払込みの方法は、本有価証券届出書の効力発生後、払込期日までに本新株予約権の第三者割当契

約を締結し、払込期日までに上記払込取扱場所へ発行価額の総額を払込むものとします。

３　本新株予約権の募集は第三者割当ての方法により、全部をUBS AG London Branch（以下「割当予定先」とい

います。）に割り当てます。

４　振替機関の名称及び住所

株式会社証券保管振替機構

東京都中央区日本橋茅場町二丁目１番１号
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（２）【新株予約権の内容等】

新株予約権の目的となる

株式の種類

当社普通株式

完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社の標準となる株式である。

 なお、当社の単元株式数は100株である。

新株予約権の目的となる

株式の数

１　本新株予約権の目的である株式の総数は、427,000株とする（本新株予約権１個当たり

の目的たる株式の数（以下「割当株式数」という。）は100株とする。）。但し、本欄

第２項乃至第４項により割当株式数が調整される場合には、本新株予約権の目的である

株式の総数は調整後割当株式数に応じて調整されるものとする。

 ２　当社が別記「新株予約権の行使時の払込金額」欄第２項の規定に従って行使価額の調整

を行う場合には、割当株式数は次の算式により調整される。但し、調整の結果生じる１

株未満の端数は切り捨てる。なお、かかる算式における調整前行使価額及び調整後行使

価額は、別記「新株予約権の行使時の払込金額」欄第２項に定める調整前行使価額及び

調整後行使価額とする。

 
 

調整後割当株式数＝
調整前割当株式数×調整前行使価額

調整後行使価額
 

 ３　調整後割当株式数の適用日は、当該調整事由に係る別記「新株予約権の行使時の払込金

額」欄第２項第(2)号及び第(5)号による行使価額の調整に関し、各号に定める調整後行

使価額を適用する日と同日とする。

 ４　割当株式数の調整を行うときは、当社は、調整後の割当株式数の適用開始日の前日まで

に、本新株予約権者に対し、かかる調整を行う旨並びにその事由、調整前割当株式数、

調整後割当株式数及びその適用開始日その他必要な事項を書面で通知する。但し、別記

「新株予約権の行使時の払込金額」欄第２項第(2)号⑤に定める場合その他適用開始日

の前日までに上記通知を行うことができない場合には、適用開始日以降速やかにこれを

行う。

新株予約権の行使時の払

込金額

１　本新株予約権の行使に際して払込むべき金額

(1）各本新株予約権の行使に際して出資される財産は金銭とし、その価額は、行使価額に

割当株式数を乗じた額とする。

 (2）本新株予約権の行使に際して出資される当社普通株式１株当たりの金銭の額（以下

「行使価額」という。）は、2,342円とする。

 ２　行使価額の調整

 (1）当社は、当社が本新株予約権の発行後、下記第(2)号に掲げる各事由により当社の発

行済普通株式数に変更を生じる場合又は変更を生じる可能性がある場合には、次に定

める算式（以下「行使価額調整式」という。）をもって行使価額を調整する。

 
  

    
既発行株式数＋

新発行・処分株式数×１株当たりの払込金額

調整後
行使価額

＝
調整前
行使価額

×
時価

既発行株式数＋新発行・処分株式数
 

 (2）行使価額調整式により行使価額の調整を行う場合及び調整後の行使価額の適用時期に

ついては、次に定めるところによる。

 ①　下記第(4)号②に定める時価を下回る払込金額をもって当社普通株式を新たに発

行し、又は当社の保有する当社普通株式を処分する場合（無償割当てによる場合

を含む。）（但し、新株予約権（新株予約権付社債に付されたものを含む。）の

行使、取得請求権付株式又は取得条項付株式の取得、その他当社普通株式の交付

を請求できる権利の行使によって当社普通株式を交付する場合、及び会社分割、

株式交換又は合併により当社普通株式を交付する場合を除く。）

 調整後の行使価額は、払込期日（募集に際して払込期間を定めた場合はその最終

日とし、無償割当ての場合はその効力発生日とする。）以降、又はかかる発行若

しくは処分につき株主に割当てを受ける権利を与えるための基準日がある場合は

その日の翌日以降これを適用する。

 ②　株式の分割により普通株式を発行する場合

 調整後の行使価額は、株式の分割のための基準日の翌日以降これを適用する。
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 ③　下記第(4)号②に定める時価を下回る払込金額をもって当社普通株式を交付する

定めのある取得請求権付株式又は下記第(4)号②に定める時価を下回る払込金額

をもって当社普通株式の交付を請求できる新株予約権（新株予約権付社債に付さ

れたものを含む。）を発行又は付与する場合（但し、当社又はその関係会社（財

務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則第８条第８項に定める関係会社

をいう。）の取締役その他の役員又は使用人に新株予約権を割り当てる場合を除

く。）

 調整後の行使価額は、取得請求権付株式の全部に係る取得請求権又は新株予約権

の全部が当初の条件で行使されたものとみなして行使価額調整式を適用して算出

するものとし、払込期日（新株予約権の場合は割当日）以降又は（無償割当ての

場合は）効力発生日以降これを適用する。但し、株主に割当てを受ける権利を与

えるための基準日がある場合には、その日の翌日以降これを適用する。

 ④　当社の発行した取得条項付株式又は取得条項付新株予約権（新株予約権付社債に

付されたものを含む。）の取得と引換えに下記第(4)号②に定める時価を下回る

価額をもって当社普通株式を交付する場合

 調整後の行使価額は、取得日の翌日以降これを適用する。

 ⑤　本号①乃至③の場合において、基準日が設定され、且つ、効力の発生が当該基準

日以降の株主総会、取締役会その他当社の機関の承認を条件としているときに

は、本号①乃至③にかかわらず、調整後の行使価額は、当該承認があった日の翌

日以降これを適用する。この場合において、当該基準日の翌日から当該承認が

あった日までに本新株予約権の行使請求をした新株予約権者に対しては、次の算

出方法により、当社普通株式を交付する。

 
 

株式数＝

（調整前行使価額－調整後行使価額）×
調整前行使価額により当該
期間内に交付された株式数

調整後行使価額
 

 この場合、１株未満の端数を生じたときはこれを切り捨てるものとする。

 (3）行使価額調整式により算出された調整後の行使価額と調整前の行使価額との差額が１

円未満にとどまる場合は、行使価額の調整は行わない。但し、その後行使価額の調整

を必要とする事由が発生し、行使価額を調整する場合には、行使価額調整式中の調整

前行使価額に代えて調整前行使価額からこの差額を差し引いた額を使用する。

 (4）①　行使価額調整式の計算については、円位未満小数第２位まで算出し、小数第２位

を四捨五入する。

 ②　行使価額調整式で使用する時価は、調整後の行使価額が初めて適用される日に先

立つ45取引日目に始まる30取引日の株式会社東京証券取引所における当社普通株

式の終値の平均値（終値のない日数を除く。）とする。この場合、平均値の計算

は、円位未満小数第２位まで算出し、小数第２位を四捨五入する。

 ③　行使価額調整式で使用する既発行株式数は、株主に割当てを受ける権利を与える

ための基準日がある場合はその日、また、かかる基準日がない場合は、調整後の

行使価額を初めて適用する日の１ヶ月前の日における当社の発行済普通株式の総

数から、当該日において当社の保有する当社普通株式を控除した数とする。ま

た、上記第(2)号⑤の場合には、行使価額調整式で使用する新発行・処分株式数

は、基準日において当社が有する当社普通株式に割当てられる当社の普通株式数

を含まないものとする。

 (5）上記第(2)号の行使価額の調整を必要とする場合以外にも、次に掲げる場合には、当

社は、本新株予約権者と協議のうえ、その承認を得て、必要な行使価額の調整を行

う。

 ①　株式の併合、資本の減少、会社分割、株式交換又は合併のために行使価額の調整

を必要とするとき。

 ②　その他当社の発行済普通株式数の変更又は変更の可能性が生じる事由の発生によ

り行使価額の調整を必要とするとき。

 ③　行使価額を調整すべき複数の事由が相接して発生し、一方の事由に基づく調整後

の行使価額の算出にあたり使用すべき時価につき、他方の事由による影響を考慮

する必要があるとき。
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 (6）行使価額の調整を行うときは、当社は、調整後の行使価額の適用開始日の前日まで

に、本新株予約権者に対し、かかる調整を行う旨並びにその事由、調整前の行使価

額、調整後の行使価額及びその適用開始日その他必要な事項を書面で通知する。但

し、上記第(2)号⑤に定める場合その他適用開始日の前日までに上記通知を行うこと

ができない場合には、適用開始日以降速やかにこれを行う。

新株予約権の行使により

株式を発行する場合の株

式の発行価額の総額

1,008,057,330円

本新株予約権の行使期間内に行使が行われない場合及び当社が取得した本新株予約権を消却

した場合には、上記株式の発行価額の総額は減少する。

新株予約権の行使により

株式を発行する場合の株

式の発行価格及び資本組

入額

１　本新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式１株の発行価格

本新株予約権の行使により発行する当社普通株式１株の発行価格は、行使請求に係る各

本新株予約権の行使に際して払込むべき金額の総額に、行使請求に係る各本新株予約権

の払込金額の総額を加えた額を、当該行使時点で有効な割当株式数で除した額とする。

 ２　本新株予約権の行使により株式を発行する場合の増加する資本金及び資本準備金

 本新株予約権の行使により株式を発行する場合の増加する資本金の額は、会社計算規則

第17条の定めるところに従って算定された資本金等増加限度額に0.5を乗じた金額と

し、計算の結果１円未満の端数を生じる場合はその端数を切り上げた額とする。増加す

る資本準備金の額は、資本金等増加限度額より増加する資本金の額を減じた額とする。

新株予約権の行使期間 2018年９月19日から2021年９月17日までとする。

新株予約権の行使請求の

受付場所、取次場所及び

払込取扱場所

１　本新株予約権の行使請求受付場所

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号

 ２　本新株予約権の行使請求取次場所

 該当事項はありません。

 ３　本新株予約権の行使請求の払込取扱場所

 株式会社三菱ＵＦＪ銀行　京橋支店

 東京都中央区銀座一丁目７番３号

新株予約権の行使の条件 各本新株予約権の一部行使はできない。

自己新株予約権の取得の

事由及び取得の条件

１　当社は、本新株予約権の取得が必要と当社取締役会が決議した場合は、本新株予約権の

払込期日の翌日以降、会社法第273条及び第274条の規定に従って通知をしたうえで、当

社取締役会で定める取得日に、本新株予約権１個当たり1,879円の価額で、本新株予約

権者（当社を除く。）の保有する本新株予約権の全部又は一部を取得することができ

る。一部取得をする場合には、抽選その他の合理的な方法により行うものとする。

 ２　当社は、当社が吸収合併消滅会社となる吸収合併、新設合併消滅会社となる新設合併、

吸収分割会社となる吸収分割、新設分割会社となる新設分割、株式交換完全子会社とな

る株式交換、又は株式移転完全子会社となる株式移転を行うこと（以下これらを総称し

て「組織再編行為」という。）を当社の株主総会（株主総会の決議を要しない場合は、

取締役会）で承認決議した場合において別記「組織再編成行為に伴う新株予約権の交付

に関する事項」欄に従い再編当事会社（別記「組織再編成行為に伴う新株予約権の交付

に関する事項」欄に定義する。）の新株予約権が交付されないときは、会社法第273条

の規定に従って通知をしたうえで、当該組織再編行為の効力発生日より前で、且つ、当

社取締役会で定める取得日に、本新株予約権１個当たり1,879円の価額で、本新株予約

権者（当社を除く。）の保有する本新株予約権の全部を取得する。

新株予約権の譲渡に関す

る事項

該当事項はありません。

代用払込みに関する事項 該当事項はありません。

組織再編成行為に伴う新

株予約権の交付に関する

事項

当社が組織再編行為を行う場合は、当該組織再編行為の効力発生日の直前において残存する

本新株予約権に代わり、それぞれ吸収合併存続会社、新設合併設立会社、吸収分割承継会

社、新設分割設立会社、株式交換完全親会社又は株式移転設立完全親会社（以下「再編当事

会社」と総称する。）は以下の条件に基づき本新株予約権にかかる新株予約権者に新たに新

株予約権を交付するものとする。

 (1）新たに交付される新株予約権の数

 新株予約権者が有する本新株予約権の数をもとに、組織再編行為の条件等を勘案して合

理的に調整する。調整後の１個未満の端数は切り捨てる。

 

 (2）新たに交付される新株予約権の目的たる株式の種類

 再編当事会社の普通株式
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 (3）新たに交付される新株予約権の目的たる株式の数の算定方法

 本新株予約権の発行要項をもとに、組織再編行為の条件等を勘案して合理的に調整す

る。調整後の１株未満の端数は切り上げる。

 (4）新たに交付される新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

 本新株予約権の発行要項をもとに、組織再編行為の条件等を勘案して合理的に調整す

る。調整後の１円未満の端数は切り上げる。

 (5）新たに交付される新株予約権にかかる行使期間、当該新株予約権の行使により株式を発

行する場合における増加する資本金及び資本準備金、再編当事会社による当該新株予約

権の取得事由、組織再編行為の場合の新株予約権の交付、新株予約権証券及び行使の条

件

 別記「新株予約権の行使期間」欄、別記「新株予約権の行使の条件」欄、別記「自己新

株予約権の取得の事由及び取得の条件」欄、本欄、別記「新株予約権の行使により株式

を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」欄及び注２に準じて、組織再編行為

に際して決定する。

　（注）１　本新株予約権の行使請求の方法

(1）本新株予約権を行使する場合、上記表中「新株予約権の行使期間」欄記載の本新株予約権を行使すること

ができる期間中に上記表中「新株予約権の行使請求の受付場所、取次場所及び払込取扱場所」欄記載の行

使請求受付場所に対して、行使請求に必要な事項を通知するものとする。

(2）本新株予約権を行使する場合、前号の行使請求の通知に加えて、本新株予約権の行使に際して払込むべき

金額の全額を現金にて上記表中「新株予約権の行使請求の受付場所、取次場所及び払込取扱場所」欄に定

める払込取扱場所の当社が指定する口座に振り込むものとする。

(3）本新株予約権の行使請求の効力は、上記表中「新株予約権の行使請求の受付場所、取次場所及び払込取扱

場所」欄記載の行使請求受付場所に対する行使請求に必要な全部の事項の通知が行われ、且つ、当該本新

株予約権の行使に際して払込むべき金額の全額が前号に定める口座に入金された日に発生する。

２　新株予約権証券の不発行

当社は、本新株予約権に関して、新株予約権証券を発行しない。

３　社債、株式等の振替に関する法律の適用等

本新株予約権は、社債、株式等の振替に関する法律に定める振替新株予約権とし、その全部について同法の

規定の適用を受ける。また、本新株予約権の取扱いについては、株式会社証券保管振替機構の定める株式等

の振替に関する業務規程、同施行規則その他の規則に従う。

 

（３）【新株予約権証券の引受け】

　該当事項はありません。
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２【新規発行新株予約権証券（2018年第２回新株予約権証券）】

（１）【募集の条件】

発行数 3,572個（新株予約権１個につき100株）

発行価額の総額 4,061,364円

発行価格 新株予約権１個当たり1,137円（本新株予約権の目的である株式１株当たり11.37円）

申込手数料 該当事項はありません。

申込単位 １個

申込期間 2018年９月18日

申込証拠金 該当事項はありません。

申込取扱場所
スター・マイカ株式会社　財務部

東京都港区虎ノ門四丁目３番１号

払込期日 2018年９月18日

割当日 2018年９月18日

払込取扱場所
株式会社三菱ＵＦＪ銀行　京橋支店

東京都中央区銀座一丁目７番３号

　（注）１　2018年第２回新株予約権（以下、「２　新規発行新株予約権証券（2018年第２回新株予約権証券）」におい

て、「本新株予約権」といいます。なお、「第一部　証券情報　第１　募集要項　２　新規発行新株予約権

証券（2018年第２回新株予約権証券）　(2）新株予約権の内容等　注１」の記載、「第一部　証券情報　第

１　募集要項　３　新規発行新株予約権証券（2018年第３回新株予約権証券）　(2）新株予約権の内容等　

注１」の記載及び「第一部　証券情報　第１　募集要項　４　新規発行による手取金の使途」以降の記載に

おいては、本新株予約権並びに本新株予約権と同日に発行される2018年第１回新株予約権及び2018年第３回

新株予約権を総称して「本新株予約権」といいます。）については、2018年８月30日付の当社取締役会にお

いて発行を決議しております。

２　申込み及び払込みの方法は、本有価証券届出書の効力発生後、払込期日までに本新株予約権の第三者割当契

約を締結し、払込期日までに上記払込取扱場所へ発行価額の総額を払込むものとします。

３　本新株予約権の募集は第三者割当ての方法により、全部を割当予定先に割り当てます。

４　振替機関の名称及び住所

株式会社証券保管振替機構

東京都中央区日本橋茅場町二丁目１番１号

 

EDINET提出書類

スター・マイカ株式会社(E05628)

有価証券届出書（参照方式）

 8/31



（２）【新株予約権の内容等】

当該行使価額修正条項付

新株予約権付社債券等の

特質

１　本新株予約権の目的となる株式の総数は357,200株、割当株式数（別記「新株予約権の

目的となる株式の数」欄第１項に定義する。）は100株で確定しており、株価の変動に

より行使価額（別記「新株予約権の行使時の払込金額」欄第１項第(2)号に定義す

る。）が修正されても変化しない（但し、別記「新株予約権の目的となる株式の数」欄

に記載のとおり、調整されることがある。）。他方、株価の変動により本新株予約権の

行使価額が本欄第２項のとおり修正される場合、本新株予約権による資金調達の額は増

加又は減少する。

 ２　行使価額の修正基準：行使価額は、当社は2018年９月19日以降2021年９月17日まで（同

日を含む。）の期間において、当社取締役会の決議により行使価額を修正することがで

きる。当該決議がなされた場合、当社は、速やかにその旨を割当予定先に通知するもの

とし、行使価額は、当該通知が行われた日の翌取引日以降、当該取締役会決議日の直前

取引日の株式会社東京証券取引所における当社普通株式の普通取引の終値（同日に終値

がない場合には、その直前の終値）の100％に相当する金額に修正される。但し、修正

後の行使価額が2,342円（以下「下限行使価額」といい、別記「新株予約権の行使時の

払込金額」欄第３項の規定を準用して調整されることがある。）を下回ることはない。

なお、上記にかかわらず、当社又はその企業集団に属するいずれかの会社に関する未公

表の事実であって、それが公表された場合に当社の株価に相当な影響を及ぼすおそれが

ある事実（金融商品取引法第166条第２項及び第167条第２項に定める事実を含むがこれ

らに限られない。）が存在する場合には、当社は、上記行使価額の修正を行うことがで

きない。

 ３　行使価額の修正頻度：行使の際に本欄第２項に記載の条件に該当する都度、修正され

る。

 ４　行使価額の下限：2,342円（但し、別記「新株予約権の行使時の払込金額」欄第３項の

規定を準用して調整されることがある。）

 ５　割当株式数の上限：本新株予約権の目的となる株式の総数は357,200株（2018年８月29

日現在の発行済株式総数（18,228,712株）に対する割合は1.96％）

 ６　本新株予約権がすべて行使された場合の資金調達額の下限（本欄第４項に記載の下限行

使価額にて本新株予約権がすべて行使された場合の資金調達額である。）：

840,623,764円（但し、本新株予約権の全部又は一部は行使されない可能性がある。）

 ７　本新株予約権には、当社の決定により本新株予約権の全部又は一部の取得を可能とする

条項が設けられている（詳細は、別記「自己新株予約権の取得の事由及び取得の条件」

欄を参照）。

新株予約権の目的となる

株式の種類

当社普通株式

完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社の標準となる株式である。

 なお、当社の単元株式数は100株である。

新株予約権の目的となる

株式の数

１　本新株予約権の目的である株式の総数は、357,200株とする（本新株予約権１個当たり

の目的たる株式の数（以下「割当株式数」という。）は100株とする。）。但し、本欄

第２項乃至第４項により割当株式数が調整される場合には、本新株予約権の目的である

株式の総数は調整後割当株式数に応じて調整されるものとする。

 ２　当社が別記「新株予約権の行使時の払込金額」欄第３項の規定に従って行使価額の調整

を行う場合には、割当株式数は次の算式により調整される。但し、調整の結果生じる１

株未満の端数は切り捨てる。なお、かかる算式における調整前行使価額及び調整後行使

価額は、別記「新株予約権の行使時の払込金額」欄第３項に定める調整前行使価額及び

調整後行使価額とする。

 
 

調整後割当株式数＝
調整前割当株式数×調整前行使価額

調整後行使価額
 

 ３　調整後割当株式数の適用日は、当該調整事由に係る別記「新株予約権の行使時の払込金

額」欄第３項第(2)号及び第(5)号による行使価額の調整に関し、各号に定める調整後行

使価額を適用する日と同日とする。
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 ４　割当株式数の調整を行うときは、当社は、調整後の割当株式数の適用開始日の前日まで

に、本新株予約権者に対し、かかる調整を行う旨並びにその事由、調整前割当株式数、

調整後割当株式数及びその適用開始日その他必要な事項を書面で通知する。但し、別記

「新株予約権の行使時の払込金額」欄第３項第(2)号⑤に定める場合その他適用開始日

の前日までに上記通知を行うことができない場合には、適用開始日以降速やかにこれを

行う。

新株予約権の行使時の払

込金額

１　本新株予約権の行使に際して払込むべき金額

(1）各本新株予約権の行使に際して出資される財産は金銭とし、その価額は、行使価額に

割当株式数を乗じた額とする。

 (2）本新株予約権の行使に際して出資される当社普通株式１株当たりの金銭の額（以下

「行使価額」という。）は、当初2,800円とする。

 ２　行使価額の修正

 (1）当社は2018年９月19日以降2021年９月17日まで（同日を含む。）の期間において、当

社取締役会の決議により行使価額を修正することができる。本号に基づき行使価額の

修正が決議された場合、当社は、速やかにその旨を本新株予約権者に通知するものと

し、行使価額は、当該通知が行われた日の翌取引日以降、当該取締役会決議日の直前

取引日の株式会社東京証券取引所における当社普通株式の普通取引の終値（同日に終

値がない場合には、その直前の終値）の100％に相当する金額に修正される。

 (2）前号にかかわらず、前号に基づく修正後の行使価額が下限行使価額を下回ることとな

る場合には、行使価額は下限行使価額とする。

 (3）上記第(1)号にかかわらず、当社又はその企業集団（連結財務諸表の用語、様式及び

作成方法に関する規則第４条第１項第１号に定める企業集団をいう。）に属するいず

れかの会社に関する未公表の事実であって、それが公表された場合に当社の株価に相

当な影響を及ぼすおそれがある事実（金融商品取引法第166条第２項及び第167条第２

項に定める事実を含むがこれに限られない。）が存在する場合には、当社は、上記第

(1)号に基づく行使価額の修正を行うことができない。

 ３　行使価額の調整

 (1）当社は、当社が本新株予約権の発行後、下記第(2)号に掲げる各事由により当社の発

行済普通株式数に変更を生じる場合又は変更を生じる可能性がある場合には、次に定

める算式（以下「行使価額調整式」という。）をもって行使価額を調整する。

 
  

    
既発行株式数＋

新発行・処分株式数×１株当たりの払込金額

調整後
行使価額

＝
調整前
行使価額

×
時価

既発行株式数＋新発行・処分株式数
 

 (2）行使価額調整式により行使価額の調整を行う場合及び調整後の行使価額の適用時期に

ついては、次に定めるところによる。

 ①　下記第(4)号②に定める時価を下回る払込金額をもって当社普通株式を新たに発

行し、又は当社の保有する当社普通株式を処分する場合（無償割当てによる場合

を含む。）（但し、新株予約権（新株予約権付社債に付されたものを含む。）の

行使、取得請求権付株式又は取得条項付株式の取得、その他当社普通株式の交付

を請求できる権利の行使によって当社普通株式を交付する場合、及び会社分割、

株式交換又は合併により当社普通株式を交付する場合を除く。）

 調整後の行使価額は、払込期日（募集に際して払込期間を定めた場合はその最終

日とし、無償割当ての場合はその効力発生日とする。）以降、又はかかる発行若

しくは処分につき株主に割当てを受ける権利を与えるための基準日がある場合は

その日の翌日以降これを適用する。

 ②　株式の分割により普通株式を発行する場合

 調整後の行使価額は、株式の分割のための基準日の翌日以降これを適用する。
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 ③　下記第(4)号②に定める時価を下回る払込金額をもって当社普通株式を交付する

定めのある取得請求権付株式又は下記第(4)号②に定める時価を下回る払込金額

をもって当社普通株式の交付を請求できる新株予約権（新株予約権付社債に付さ

れたものを含む。）を発行又は付与する場合（但し、当社又はその関係会社（財

務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則第８条第８項に定める関係会社

をいう。）の取締役その他の役員又は使用人に新株予約権を割り当てる場合を除

く。）

 調整後の行使価額は、取得請求権付株式の全部に係る取得請求権又は新株予約権

の全部が当初の条件で行使されたものとみなして行使価額調整式を適用して算出

するものとし、払込期日（新株予約権の場合は割当日）以降又は（無償割当ての

場合は）効力発生日以降これを適用する。但し、株主に割当てを受ける権利を与

えるための基準日がある場合には、その日の翌日以降これを適用する。

 ④　当社の発行した取得条項付株式又は取得条項付新株予約権（新株予約権付社債に

付されたものを含む。）の取得と引換えに下記第(4)号②に定める時価を下回る

価額をもって当社普通株式を交付する場合

 調整後の行使価額は、取得日の翌日以降これを適用する。

 ⑤　本号①乃至③の場合において、基準日が設定され、且つ、効力の発生が当該基準

日以降の株主総会、取締役会その他当社の機関の承認を条件としているときに

は、本号①乃至③にかかわらず、調整後の行使価額は、当該承認があった日の翌

日以降これを適用する。この場合において、当該基準日の翌日から当該承認が

あった日までに本新株予約権の行使請求をした新株予約権者に対しては、次の算

出方法により、当社普通株式を交付する。

 
 

株式数＝

（調整前行使価額－調整後行使価額）×
調整前行使価額により当該
期間内に交付された株式数

調整後行使価額
 

 この場合、１株未満の端数を生じたときはこれを切り捨てるものとする。

 (3）行使価額調整式により算出された調整後の行使価額と調整前の行使価額との差額が１

円未満にとどまる場合は、行使価額の調整は行わない。但し、その後行使価額の調整

を必要とする事由が発生し、行使価額を調整する場合には、行使価額調整式中の調整

前行使価額に代えて調整前行使価額からこの差額を差し引いた額を使用する。

 (4）①　行使価額調整式の計算については、円位未満小数第２位まで算出し、小数第２位

を四捨五入する。

 ②　行使価額調整式で使用する時価は、調整後の行使価額が初めて適用される日に先

立つ45取引日目に始まる30取引日の株式会社東京証券取引所における当社普通株

式の終値の平均値（終値のない日数を除く。）とする。この場合、平均値の計算

は、円位未満小数第２位まで算出し、小数第２位を四捨五入する。

 ③　行使価額調整式で使用する既発行株式数は、株主に割当てを受ける権利を与える

ための基準日がある場合はその日、また、かかる基準日がない場合は、調整後の

行使価額を初めて適用する日の１ヶ月前の日における当社の発行済普通株式の総

数から、当該日において当社の保有する当社普通株式を控除した数とする。ま

た、上記第(2)号⑤の場合には、行使価額調整式で使用する新発行・処分株式数

は、基準日において当社が有する当社普通株式に割当てられる当社の普通株式数

を含まないものとする。

 (5）上記第(2)号の行使価額の調整を必要とする場合以外にも、次に掲げる場合には、当

社は、本新株予約権者と協議のうえ、その承認を得て、必要な行使価額の調整を行

う。

 ①　株式の併合、資本の減少、会社分割、株式交換又は合併のために行使価額の調整

を必要とするとき。

 ②　その他当社の発行済普通株式数の変更又は変更の可能性が生じる事由の発生によ

り行使価額の調整を必要とするとき。

 ③　行使価額を調整すべき複数の事由が相接して発生し、一方の事由に基づく調整後

の行使価額の算出にあたり使用すべき時価につき、他方の事由による影響を考慮

する必要があるとき。
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 (6）行使価額の調整を行うときは、当社は、調整後の行使価額の適用開始日の前日まで

に、本新株予約権者に対し、かかる調整を行う旨並びにその事由、調整前の行使価

額、調整後の行使価額及びその適用開始日その他必要な事項を書面で通知する。但

し、上記第(2)号⑤に定める場合その他適用開始日の前日までに上記通知を行うこと

ができない場合には、適用開始日以降速やかにこれを行う。

新株予約権の行使により

株式を発行する場合の株

式の発行価額の総額

1,004,221,364円

別記「新株予約権の行使時の払込金額」欄第２項により、行使価額が修正された場合には、

上記株式の発行価額の総額は増加又は減少する。また、本新株予約権の行使期間内に行使が

行われない場合及び当社が取得した本新株予約権を消却した場合には、上記株式の発行価額

の総額は減少する。

新株予約権の行使により

株式を発行する場合の株

式の発行価格及び資本組

入額

１　本新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式１株の発行価格

本新株予約権の行使により発行する当社普通株式１株の発行価格は、行使請求に係る各

本新株予約権の行使に際して払込むべき金額の総額に、行使請求に係る各本新株予約権

の払込金額の総額を加えた額を、当該行使時点で有効な割当株式数で除した額とする。

 ２　本新株予約権の行使により株式を発行する場合の増加する資本金及び資本準備金

 本新株予約権の行使により株式を発行する場合の増加する資本金の額は、会社計算規則

第17条の定めるところに従って算定された資本金等増加限度額に0.5を乗じた金額と

し、計算の結果１円未満の端数を生じる場合はその端数を切り上げた額とする。増加す

る資本準備金の額は、資本金等増加限度額より増加する資本金の額を減じた額とする。

新株予約権の行使期間 2018年９月19日から2021年９月17日までとする。

新株予約権の行使請求の

受付場所、取次場所及び

払込取扱場所

１　本新株予約権の行使請求受付場所

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号

 ２　本新株予約権の行使請求取次場所

 該当事項はありません。

 ３　本新株予約権の行使請求の払込取扱場所

 株式会社三菱ＵＦＪ銀行　京橋支店

 東京都中央区銀座一丁目７番３号

新株予約権の行使の条件 各本新株予約権の一部行使はできない。

自己新株予約権の取得の

事由及び取得の条件

１　当社は、本新株予約権の取得が必要と当社取締役会が決議した場合は、本新株予約権の

払込期日の翌日以降、会社法第273条及び第274条の規定に従って通知をしたうえで、当

社取締役会で定める取得日に、本新株予約権１個当たり1,137円の価額で、本新株予約

権者（当社を除く。）の保有する本新株予約権の全部又は一部を取得することができ

る。一部取得をする場合には、抽選その他の合理的な方法により行うものとする。

 ２　当社は、当社が吸収合併消滅会社となる吸収合併、新設合併消滅会社となる新設合併、

吸収分割会社となる吸収分割、新設分割会社となる新設分割、株式交換完全子会社とな

る株式交換、又は株式移転完全子会社となる株式移転を行うこと（以下これらを総称し

て「組織再編行為」という。）を当社の株主総会（株主総会の決議を要しない場合は、

取締役会）で承認決議した場合において別記「組織再編成行為に伴う新株予約権の交付

に関する事項」欄に従い再編当事会社（別記「組織再編成行為に伴う新株予約権の交付

に関する事項」欄に定義する。）の新株予約権が交付されないときは、会社法第273条

の規定に従って通知をしたうえで、当該組織再編行為の効力発生日より前で、且つ、当

社取締役会で定める取得日に、本新株予約権１個当たり1,137円の価額で、本新株予約

権者（当社を除く。）の保有する本新株予約権の全部を取得する。

新株予約権の譲渡に関す

る事項

該当事項はありません。

代用払込みに関する事項 該当事項はありません。
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組織再編成行為に伴う新

株予約権の交付に関する

事項

当社が組織再編行為を行う場合は、当該組織再編行為の効力発生日の直前において残存する

本新株予約権に代わり、それぞれ吸収合併存続会社、新設合併設立会社、吸収分割承継会

社、新設分割設立会社、株式交換完全親会社又は株式移転設立完全親会社（以下「再編当事

会社」と総称する。）は以下の条件に基づき本新株予約権にかかる新株予約権者に新たに新

株予約権を交付するものとする。

 (1）新たに交付される新株予約権の数

 新株予約権者が有する本新株予約権の数をもとに、組織再編行為の条件等を勘案して合

理的に調整する。調整後の１個未満の端数は切り捨てる。

 (2）新たに交付される新株予約権の目的たる株式の種類

 再編当事会社の普通株式

 (3）新たに交付される新株予約権の目的たる株式の数の算定方法

 本新株予約権の発行要項をもとに、組織再編行為の条件等を勘案して合理的に調整す

る。調整後の１株未満の端数は切り上げる。

 (4）新たに交付される新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

 本新株予約権の発行要項をもとに、組織再編行為の条件等を勘案して合理的に調整す

る。調整後の１円未満の端数は切り上げる。

 (5）新たに交付される新株予約権にかかる行使期間、当該新株予約権の行使により株式を発

行する場合における増加する資本金及び資本準備金、再編当事会社による当該新株予約

権の取得事由、組織再編行為の場合の新株予約権の交付、新株予約権証券及び行使の条

件

 別記「新株予約権の行使期間」欄、別記「新株予約権の行使の条件」欄、別記「自己新

株予約権の取得の事由及び取得の条件」欄、本欄、別記「新株予約権の行使により株式

を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」欄及び注３に準じて、組織再編行為

に際して決定する。

　（注）１　行使価額修正条項付新株予約権付社債券等に係る事項

(1）行使価額修正条項付新株予約権付社債等の発行により資金の調達をしようとする理由

（ア）募集の目的及び理由

当社グループは、「“作る”から“活かす”社会を実現します」という企業理念のもと、住宅の再

生・流通を通じて持続可能な社会が実現することを目指しております。これまでの不動産業界の常識

から離れて、賃貸中の中古マンションという売買機会の乏しい市場にフォーカスし、独自のオペレー

ションやファイナンススキームを構築することで市場に流動性を供給してまいりました。新築物件に

比べ景気による価格変動リスクが小さく、空室物件に比べ安価で仕入れ可能な賃貸中の中古マンショ

ンを１室単位で取得し、ポートフォリオとして賃貸運用しながら、入居者が退去した空室物件を１室

ずつ順次リノベーションを行い、居住物件として販売することで、安定的に収益を生み出すという当

社グループのユニークなビジネスモデルにより、５期連続で増収、増益を達成しております。

一方、我が国では既に600万戸を超える巨大なマンションストックが存在しており（調査元：国土交

通省「建設着工統計調査報告書」、2018年４月発表）、既存のストックの有効活用、中古住宅の普及

促進策の推進は国土交通省を中心に継続的に議論されています。特に税制面においては、中古住宅流

通の建物に関する不動産取得税軽減（2015年度）、不動産取得税の軽減措置を一定要件のもと敷地部

分へ拡充（2018年度）等、中古マンションを含む中古住宅市場の活性化を後押しする施策が積極的に

打ち出されております。当社グループを取り巻く環境としては、このような政策及び近年の新築マン

ションの供給減少を背景に「中古住宅の流通」の重要性が今後益々増していくものと捉えており、中

古マンション市場についても、十分に拡大の余地があると考えています。

このような市場環境の中、当社グループは、この先のリノベーションマンション業界のリーディング

カンパニーとして未来に亘り業界をリードし、お客様に価値を生み続ける存在であり続けたいとの思

いから、2018年１月12日に５カ年経営計画「Challenge 2022」を公表し推進しております。

当社グループは、賃貸中の中古ファミリータイプマンションという特徴あるマーケットをターゲット

とし、首都圏を中心に、利便性が高く、流動性のあるマンションを常時取得してまいりましたが、５

カ年経営計画においては、より一層積極的に中古マンションを取得していくことを企図し、営業拠点

の拡大及び営業人員の強化に努めております。2017年11月期末では、首都圏の物件が全体の８割超を

占めておりますが、ポートフォリオ分散と供給力強化のため、今後は地方主要都市においても積極的

に物件の取得を推進してまいります。様々なマンションに１室単位から投資することで、それぞれの

個別物件で生じるリスク（事故・自然災害、価格変動、退去期間等）を分散しながら、保有物件の

ポートフォリオを拡大してまいりましたが、今後も当社グループは、既存の物件ポートフォリオに安

住することなく、競争力の高い取引を進め、財務基盤に配慮しつつさらに保有物件を積み上げる方針

です。
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今般の資金調達は、従来の金融機関からの借入によるデットファイナンスに加えて、今後の中古マン

ション物件の取得に備えた機動的な資金調達枠を確保すべく、自己資本を増強し、レバレッジを効か

せることにより、借入余力をあらかじめ拡大しておくものであります。当社が想定する戸数の中古マ

ンション物件の取得の実現、及び借入余力を拡大するために必要と考えられる資金及び資本を確保す

ることを目的として、本新株予約権の発行を実施することにいたしました。

当社グループはこれまで、自己資本比率25％の維持を目途に借入れを行いつつ、資産規模を拡大して

いくことで、堅調な成長を遂げてまいりました。デットファイナンスにおいては、これまでの過去の

豊富な実績を通じて、金融機関との間で独自調達スキームを構築し、手間のかかるマンション１室単

位での借入ではなく、１棟物件に比べ難易度が高い、複数の中古マンション物件を対象とした「マン

ションポートフォリオ」での借入を実現するなど、安定的かつ効率的な資金調達を実現しています。

今般、エクイティ性の高い資金調達スキームを採用することで、不動産市況に応じて機動的に物件の

購入を行うことにより、一層の事業規模拡大を目指し、業界における競合優位性を更に強化すること

で、企業価値の向上に繋がるものと考えております。

（イ）資金調達手法の概要

今回の資金調達は、当社が割当予定先に対し本新株予約権を割り当て、本新株予約権の払込金額に加

え、割当予定先による本新株予約権の行使に伴って当社が資金を調達する仕組みとなっています。本

新株予約権の行使価額又は当初行使価額は、発行決議日（2018年８月30日）の前取引日の株式会社東

京証券取引所における当社普通株式の終値（以下「基準日株価」といいます。）を上回る2,342円

（2018年第１回新株予約権）、2,800円（2018年第２回新株予約権）及び3,800円（2018年第３回新株

予約権）に設定されております。行使価額修正条項が付された2018年第２回新株予約権及び2018年第

３回新株予約権については、行使価額は原則として固定されていますが、2018年９月19日以降2021年

９月17日まで（同日を含む。）の期間において、当社取締役会の決議により行使価額の修正を行うこ

とができます。当該決議がなされた場合、当社は、速やかにその旨を割当予定先に通知するものと

し、行使価額は、当該通知が行われた日の翌取引日以降、基準日株価を上回る金額に設定されている

下限行使価額を下限として、当該取締役会決議日の直前取引日の株式会社東京証券取引所における当

社普通株式の普通取引の終値（同日に終値がない場合には、その直前の終値）の100％に相当する金

額に修正されます。すなわち、株価上昇時においては行使価額が上方に修正される一方、株価下落時

であっても行使価額が基準日株価より下方に修正されることはありません。

なお、上記にかかわらず、当社又はその企業集団に属するいずれかの会社に関する未公表の事実で

あって、それが公表された場合に当社の株価に相当な影響を及ぼすおそれがある事実（金融商品取引

法第166条第２項及び第167条第２項に定める事実を含みますがこれらに限られません。）が存在する

場合には、当社は、上記行使価額の修正を行うことができません。

（ウ）資金調達手法の選択理由

当社は、上記の資金調達を行うために、様々な資金調達の見込先と多様な資金調達方法を検討いたし

ましたが、公募増資、第三者割当増資、株価に連動して転換価額が修正される転換社債型新株予約権

付社債（いわゆるＭＳＣＢ）、新株予約権無償割当による増資（ライツ・オファリング）及び社債又

は借入れ等の各種資金調達方法には下記「（エ）本スキームの特徴［他の資金調達方法との比較］」

に記載したデメリットがある一方、割当予定先より提案を受けた本件第三者割当のスキーム（以下

「本スキーム」といいます。）は、下記「（エ）本スキームの特徴［デメリット］」に記載している

デメリットはありながらも、それを上回る下記「（エ）本スキームの特徴［2018年第１回新株予約

権、2018年第２回新株予約権及び2018年第３回新株予約権の共通する主な特徴］」並びに「（エ）本

スキームの特徴［2018年第２回新株予約権及び2018年第３回新株予約権特有の主な特徴］」に記載の

メリットがあることから、本スキームは、既存株主の利益に配慮しながら、当社の資金ニーズを満た

しうる、現時点における最良の資金調達方法であると判断いたしました。

（エ）本スキームの特徴

当社は、本スキームには、他の資金調達手法との比較において、以下のような特徴があると考えてお

ります。

［2018年第１回新株予約権、2018年第２回新株予約権及び2018年第３回新株予約権の共通する主な特

徴］

①　株式価値の希薄化に配慮した基準日株価よりも高い行使価額での資金調達

下記［他の資金調達方法との比較］に記載する他の資金調達手法では、一般的に１株当たりの

発行価額が基準日株価よりも低く設定される可能性がある中で、本新株予約権の行使価額は、

株式価値の希薄化に配慮し、基準日株価よりも高く設定されております。加えて、本新株予約

権は３回号から構成されており、それぞれ異なる行使価額に設定されているため、新株予約権

の権利行使による株式の希薄化が段階的に進むことが見込まれることから、本資金調達は既存

株主に与える株式価値の希薄化に配慮した資金調達手段であると考えております。なお、本新
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株予約権の行使価額は、当社の資金需要に加えて権利行使の蓋然性とのバランスを考慮した上

で、割当予定先との協議により設定しております。

②　行使指定及び行使停止指定による資金調達タイミングのコントロール

本新株予約権の行使は、後述の通り行使指定及び行使停止指定をすることができ、当社が新株

予約権の行使の数量及び時期を一定程度コントロールすることが出来るという特徴がありま

す。具体的には、当社に資金調達需要が発生し、本新株予約権の行使を希望する場合には、一

定の条件に従って割当予定先に対して一定の期間内に行使すべき本新株予約権の数を指定する

ことができ、また、当社が資金ニーズ等を勘案し、本新株予約権の行使を希望しない場合に

は、割当予定先に対して一定の期間本新株予約権の行使の停止を指定することが可能となって

います。

③　潜在発行株式数の固定

本新株予約権の行使により取得される株式数は1,310,600株で固定されており、株価動向にか

かわらず、最大増加株式数は限定されているため、当初の想定を超えて希薄化が発生すること

はありません。

④　取得条項による当社の本新株予約権を通じた資金調達のキャンセルオプション

本新株予約権は前述の通り、取得条項が付されており、当社は、本新株予約権の発行価額と同

額の金銭を支払うことにより、キャンセル料等の追加的な費用負担を負うことなく、本新株予

約権の行使期間中に当社の裁量により、本新株予約権の全部又は一部を取得することができま

す。したがって、将来的に本新株予約権による資金調達の必要性がなくなった場合又はより有

利な資金調達方法が見つかった場合等には、当社は、当社の裁量により本新株予約権を取得、

消却することが可能であり、したがって、本新株予約権の発行後においても当社は資本政策上

の柔軟性を確保しているものと考えております。

［2018年第２回新株予約権及び2018年第３回新株予約権特有の主な特徴］

行使価額修正条項

2018年第２回新株予約権及び2018年第３回新株予約権の行使価額は、原則として固定されていま

すが、当社取締役会の決議により、2018年第２回新株予約権について2,342円（基準日株価の

110.0％）及び2018年第３回新株予約権について2,800円（同131.5％）をそれぞれ下限として、

割当予定先に行使価額修正の取締役会決議日の直前取引日の株式会社東京証券取引所における当

社普通株式の普通取引の終値（同日に終値がない場合には、その直前の終値）の100％に相当す

る金額に修正することができます。これによって行使価額を上回って株価が上昇した場合には資

金調達額を増額することが可能です。他方、株価が行使価額を下回っている場合においても、資

金・資本ニーズが発生した場合に下限行使価額を下限として行使価額を修正し、調達の蓋然性を

高めることが可能です。

また、異なる当初行使価額を有する複数の新株予約権に分けて発行し、かつ、各号それぞれにお

いて行使価額の修正を決議することができるため、より柔軟な資本政策が可能になると考えま

す。

［デメリット］

①　新株予約権の発行時において、資金調達額が限定的である点

新株予約権の特徴として、資金調達額の大部分が、割当予定先による本新株予約権の行使が

あって初めて調達されます。本新株予約権の行使価額は、株式価値の希薄化に配慮し、基準日

株価よりも高く設定されているため、本新株予約権の行使完了までには一定程度の期間が必要

となる可能性があります。

②　株価が行使価額に達しない場合において、資金調達が想定通りに実現しない可能性

本新株予約権の行使価額は、株式価値の希薄化に配慮し、基準日株価よりも高く設定されてい

るため、当社株価が今後行使価額に到達せずに推移した場合には、割当予定先による本新株予

約権の行使が進まず、想定していた資金調達が実現しない可能性又は資金調達額が当初の想定

よりも減少する可能性があります。

③　割当予定先が当社株式を売却することにより当社株価に下落圧力が生じる可能性

割当予定先は、本新株予約権の行使により取得する当社株式を長期間保有する意思を有してお

らず、したがって、本新株予約権の行使後当社株式は市場で売却される可能性が高く、一定の

売り圧力が市場に生じる可能性があります。しかしながら、割当予定先は、当該売却後におい

ても本新株予約権の行使により新たに取得する当社株式の市場での売却を円滑に行うために、

当社株価の下落を回避するインセンティブを有しているものと合理的に推定されます。また、

現在の当社株式は下記「第３　第三者割当の場合の特記事項　３　発行条件に関する事項　

(2）発行数量及び株式の希薄化の規模が合理的であると判断した理由」に記載の通りの流動性

を有していることから、かかるデメリットは一定程度緩和されるものと見込んでおります。
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［他の資金調達方法との比較］

①　公募増資

公募増資による新株の発行は、資金調達が一時に可能となりますが、同時に１株当たり利益の

希薄化も一時に引き起こすことから、株価に対する直接的な影響が大きいと考えられるため当

社のニーズに適さないと判断いたしました。

②　第三者割当増資

第三者割当増資は、当社の株主構成及び会社経営・支配権に割当先からの影響を及ぼされると

考えられること、また上記の公募増資同様に、即時の株式発行を伴うものであり、１株当たり

利益の希薄化を一時に引き起こすことから、株価に対する直接的な影響が大きいと考えられる

ため当社のニーズに適さないと判断いたしました。

③　ＭＳＣＢ（転換価格修正条項付き転換社債）

株価に連動して転換価額が修正される転換社債（いわゆるＭＳＣＢ）は、発行条件及び転換条

件等は多様化していますが、一般的には、転換により交付される株数が転換価額に応じて決定

されるという構造上、転換の完了まで転換により交付される株式総数が確定しないため、希薄

化率が大きく変化し、株価に対する直接的な影響が大きいと考えられることから当社のニーズ

に適さないと判断いたしました。

④　新株予約権無償割当による増資（ライツ・オファリング）

いわゆるライツ・オファリングには、当社が金融商品取引業者と元引受契約を締結するコミッ

トメント型ライツ・オファリングと、当社がそのような契約を締結せず、新株予約権の行使が

株主の決定に委ねられるノンコミットメント型ライツ・オファリングがあります。コミットメ

ント型ライツ・オファリングにつきましては、国内で実施された実績が乏しく、資本調達手法

として未だ成熟が進んでいない段階にあるため、引受手数料等のコストが増加することが予想

されます。ノンコミットメント型のライツ・オファリングにつきましても、割当先である既存

株主の参加率が不透明であることから、十分な額の資金調達を実現できるかどうかが不透明で

あると考えております。以上のことから、ライツ・オファリングは当社のニーズに適さないと

判断いたしました。

⑤　社債又は借入れ

社債又は借入れによる資金調達は、調達金額が全額負債となるため、当社の財務健全性が低下

し、今後の借入れ余地が縮小する可能性があるため当社のニーズに適さないと判断いたしまし

た。

(2）企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第９項に規定する場合に該当する場合にあっては、同項に規定

するデリバティブ取引その他の取引として予定する取引の内容

該当事項はありません。

(3）当該行使価額修正条項付新株予約権付社債券等に表示された権利の行使に関する事項について割当予定先

との間で締結する予定の取決め内容

（ア）行使指定

本新株予約権は、既に行使指定条項による行使指定（以下に定義します。）がなされている場合、又

は下記(イ)に記載の行使停止指定条項に基づく停止指定（以下に定義します。）がなされた場合を除

き、原則としていつでも割当予定先の裁量で本新株予約権を行使できる仕組みとなっており、当社株

式の時価が行使価額を上回っているときには速やかに本新株予約権の行使が進んでいくことが期待で

きる仕組みとなっております。一方で、当社が機動的な資金調達を希望した際には、一定の条件に

従って本新株予約権を行使すべき旨及び行使すべき本新株予約権の数を当社が指定（以下「行使指

定」といいます。）できる仕組みとなっており、割当予定先は、かかる行使指定に従って一定の条件

及び制限の下で、指定された数の本新株予約権を20取引日の期間中に行使することをコミットしま

す。

但し、本新株予約権の行使指定を行う際には、当社が一度に行使指定を行うことのできる本新株予約

権の数は、その対象となる株式数が、行使指定のなされる日の前取引日まで（同日を含みます。）の

22取引日又は66取引日における当社普通株式の１日当たり平均出来高数のいずれか少ない方に３を乗

じて得られる数を超えないように行使指定を行う必要があります。また、行使指定の直前の取引日に

おける当社普通株式の終値が各本新株予約権の下限行使価額を下回る場合や、当社についてのインサ

イダー取引規制に係る未公表の重要事実等がある場合は、当社は行使指定を行うことはできません。

なお、当社は、行使指定を行う都度開示いたします。

（イ）行使停止指定

当社は、割当予定先に対して、本新株予約権の全部又は一部につき、行使することができない期間を

指定（以下「停止指定」といいます。）することができます。よって、通常時においては原則割当予

定先の裁量によって行使がなされていくものの、当社の裁量により、停止指定の期間（３取引日以
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上、60取引日以内の期間（但し、当該期間の末日が2021年９月17日より後の日とならない日数の期間

とします。））及び停止指定の対象となる本新株予約権の数を決定することができ、また、複数回の

停止指定を行うことが可能です。さらに、当社は、一旦行った停止指定をいつでも取り消すことがで

きます。このように、当社の自主的な判断により随時停止指定を行うことが可能であるため、当社の

資金需要、株価動向及び希薄化の進展等を総合的に判断した上で、柔軟な資金調達が可能となりま

す。なお、当社は、停止指定を行う都度開示いたします。

（ウ）買戻義務

当社は、2021年９月17日に、その時点で残存する本新株予約権の全部を発行価額で買い取る義務を負

います。

（エ）譲渡制限

本新株予約権には譲渡制限が付されておりませんが、割当予定先との間で締結する予定の第三者割当

契約において、割当予定先による本新株予約権の譲渡については、当社の取締役会の承認を必要とし

ております。割当予定先が本新株予約権を譲渡する場合には、割当予定先は、当社の本新株予約権の

行使指定、行使停止指定及びその取消しを行う権利に対応する義務等を含む割当予定先の第三者割当

契約の契約上の地位及びこれに基づく権利義務を譲受人に承継させます。

（オ）ロックアップ

当社は割当予定先に対して、第三者割当契約締結日以降、(ⅰ)割当日から180日間が経過した日又は

(ⅱ)未行使の本新株予約権が存在しなくなった日のうちいずれか早い方の日までの間、割当予定先の

事前の書面による承諾を受けることなく、ロックアップ対象有価証券（下記「募集又は売出しに関す

る特別記載事項」において定義します。）の発行（株式分割及び株式無償割当を含みません。）若し

くは処分又はこれに関する公表を行わない旨合意しております。

(4）当社の株券の売買について割当予定先との間で締結する予定の取決めの内容

該当事項はありません。

(5）当社の株券の貸借に関する事項について割当予定先と当社の特別利害関係者等との間で締結される予定の

取決めの内容

該当事項はありません。

(6）その他投資者の保護を図るため必要な事項

該当事項はありません。

２　本新株予約権の行使請求の方法

(1）本新株予約権を行使する場合、上記表中「新株予約権の行使期間」欄記載の本新株予約権を行使すること

ができる期間中に上記表中「新株予約権の行使請求の受付場所、取次場所及び払込取扱場所」欄記載の行

使請求受付場所に対して、行使請求に必要な事項を通知するものとする。

(2）本新株予約権を行使する場合、前号の行使請求の通知に加えて、本新株予約権の行使に際して払込むべき

金額の全額を現金にて上記表中「新株予約権の行使請求の受付場所、取次場所及び払込取扱場所」欄に定

める払込取扱場所の当社が指定する口座に振り込むものとする。

(3）本新株予約権の行使請求の効力は、上記表中「新株予約権の行使請求の受付場所、取次場所及び払込取扱

場所」欄記載の行使請求受付場所に対する行使請求に必要な全部の事項の通知が行われ、かつ当該本新株

予約権の行使に際して払込むべき金額の全額が前号に定める口座に入金された日に発生する。

３　新株予約権証券の不発行

当社は、本新株予約権に関して、新株予約権証券を発行しない。

４　社債、株式等の振替に関する法律の適用等

本新株予約権は、社債、株式等の振替に関する法律に定める振替新株予約権とし、その全部について同法の

規定の適用を受ける。また、本新株予約権の取扱いについては、株式会社証券保管振替機構の定める株式等

の振替に関する業務規程、同施行規則その他の規則に従う。

 

（３）【新株予約権証券の引受け】

　該当事項はありません。
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３【新規発行新株予約権証券（2018年第３回新株予約権証券）】

（１）【募集の条件】

発行数 5,264個（新株予約権１個につき100株）

発行価額の総額 3,463,712円

発行価格 新株予約権１個当たり658円（本新株予約権の目的である株式１株当たり6.58円）

申込手数料 該当事項はありません。

申込単位 １個

申込期間 2018年９月18日

申込証拠金 該当事項はありません。

申込取扱場所
スター・マイカ株式会社　財務部

東京都港区虎ノ門四丁目３番１号

払込期日 2018年９月18日

割当日 2018年９月18日

払込取扱場所
株式会社三菱ＵＦＪ銀行　京橋支店

東京都中央区銀座一丁目７番３号

　（注）１　2018年第３回新株予約権（以下、「３　新規発行新株予約権証券（2018年第３回新株予約権証券）」におい

て、「本新株予約権」といいます。なお、「第一部　証券情報　第１　募集要項　２　新規発行新株予約権

証券（2018年第２回新株予約権証券）　(2）新株予約権の内容等　注１」の記載、「第一部　証券情報　第

１　募集要項　３　新規発行新株予約権証券（2018年第３回新株予約権証券）　(2）新株予約権の内容等　

注１」の記載及び「第一部　証券情報　第１　募集要項　４　新規発行による手取金の使途」以降の記載に

おいては、本新株予約権並びに本新株予約権と同日に発行される2018年第１回新株予約権及び2018年第２回

新株予約権を総称して「本新株予約権」といいます。）については、2018年８月30日付の当社取締役会にお

いて発行を決議しております。

２　申込み及び払込みの方法は、本有価証券届出書の効力発生後、払込期日までに本新株予約権の第三者割当契

約を締結し、払込期日までに上記払込取扱場所へ発行価額の総額を払込むものとします。

３　本新株予約権の募集は第三者割当ての方法により、全部を割当予定先に割り当てます。

４　振替機関の名称及び住所

株式会社証券保管振替機構

東京都中央区日本橋茅場町二丁目１番１号
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（２）【新株予約権の内容等】

当該行使価額修正条項付

新株予約権付社債券等の

特質

１　本新株予約権の目的となる株式の総数は526,400株、割当株式数（別記「新株予約権の

目的となる株式の数」欄第１項に定義する。）は100株で確定しており、株価の変動に

より行使価額（別記「新株予約権の行使時の払込金額」欄第１項第(2)号に定義す

る。）が修正されても変化しない（但し、別記「新株予約権の目的となる株式の数」欄

に記載のとおり、調整されることがある。）。他方、株価の変動により本新株予約権の

行使価額が本欄第２項のとおり修正される場合、本新株予約権による資金調達の額は増

加又は減少する。

 ２　行使価額の修正基準：行使価額は、当社は2018年９月19日以降2021年９月17日まで（同

日を含む。）の期間において、当社取締役会の決議により行使価額を修正することがで

きる。当該決議がなされた場合、当社は、速やかにその旨を割当予定先に通知するもの

とし、行使価額は、当該通知が行われた日の翌取引日以降、当該取締役会決議日の直前

取引日の株式会社東京証券取引所における当社普通株式の普通取引の終値（同日に終値

がない場合には、その直前の終値）の100％に相当する金額に修正される。但し、修正

後の行使価額が2,800円（以下「下限行使価額」といい、別記「新株予約権の行使時の

払込金額」欄第３項の規定を準用して調整されることがある。）を下回ることはない。

なお、上記にかかわらず、当社又はその企業集団に属するいずれかの会社に関する未公

表の事実であって、それが公表された場合に当社の株価に相当な影響を及ぼすおそれが

ある事実（金融商品取引法第166条第２項及び第167条第２項に定める事実を含むがこれ

らに限られない。）が存在する場合には、当社は、上記行使価額の修正を行うことがで

きない。

 ３　行使価額の修正頻度：行使の際に本欄第２項に記載の条件に該当する都度、修正され

る。

 ４　行使価額の下限：2,800円（但し、別記「新株予約権の行使時の払込金額」欄第３項の

規定を準用して調整されることがある。）

 ５　割当株式数の上限：本新株予約権の目的となる株式の総数は526,400株（2018年８月29

日現在の発行済株式総数（18,228,712株）に対する割合は2.89％）

 ６　本新株予約権がすべて行使された場合の資金調達額の下限（本欄第４項に記載の下限行

使価額にて本新株予約権がすべて行使された場合の資金調達額である。）：

1,477,383,712円（但し、本新株予約権の全部又は一部は行使されない可能性があ

る。）

 ７　本新株予約権には、当社の決定により本新株予約権の全部又は一部の取得を可能とする

条項が設けられている（詳細は、別記「自己新株予約権の取得の事由及び取得の条件」

欄を参照）。

新株予約権の目的となる

株式の種類

当社普通株式

完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社の標準となる株式である。

 なお、当社の単元株式数は100株である。

新株予約権の目的となる

株式の数

１　本新株予約権の目的である株式の総数は、526,400株とする（本新株予約権１個当たり

の目的たる株式の数（以下「割当株式数」という。）は100株とする。）。但し、本欄

第２項乃至第４項により割当株式数が調整される場合には、本新株予約権の目的である

株式の総数は調整後割当株式数に応じて調整されるものとする。

 ２　当社が別記「新株予約権の行使時の払込金額」欄第３項の規定に従って行使価額の調整

を行う場合には、割当株式数は次の算式により調整される。但し、調整の結果生じる１

株未満の端数は切り捨てる。なお、かかる算式における調整前行使価額及び調整後行使

価額は、別記「新株予約権の行使時の払込金額」欄第３項に定める調整前行使価額及び

調整後行使価額とする。

 
 

調整後割当株式数＝
調整前割当株式数×調整前行使価額

調整後行使価額
 

 ３　調整後割当株式数の適用日は、当該調整事由に係る別記「新株予約権の行使時の払込金

額」欄第３項第(2)号及び第(5)号による行使価額の調整に関し、各号に定める調整後行

使価額を適用する日と同日とする。
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 ４　割当株式数の調整を行うときは、当社は、調整後の割当株式数の適用開始日の前日まで

に、本新株予約権者に対し、かかる調整を行う旨並びにその事由、調整前割当株式数、

調整後割当株式数及びその適用開始日その他必要な事項を書面で通知する。但し、別記

「新株予約権の行使時の払込金額」欄第３項第(2)号⑤に定める場合その他適用開始日

の前日までに上記通知を行うことができない場合には、適用開始日以降速やかにこれを

行う。

新株予約権の行使時の払

込金額

１　本新株予約権の行使に際して払込むべき金額

(1）各本新株予約権の行使に際して出資される財産は金銭とし、その価額は、行使価額に

割当株式数を乗じた額とする。

 (2）本新株予約権の行使に際して出資される当社普通株式１株当たりの金銭の額（以下

「行使価額」という。）は、当初3,800円とする。

 ２　行使価額の修正

 (1）当社は2018年９月19日以降2021年９月17日まで（同日を含む。）の期間において、当

社取締役会の決議により行使価額を修正することができる。本号に基づき行使価額の

修正が決議された場合、当社は、速やかにその旨を本新株予約権者に通知するものと

し、行使価額は、当該通知が行われた日の翌取引日以降、当該取締役会決議日の直前

取引日の株式会社東京証券取引所における当社普通株式の普通取引の終値（同日に終

値がない場合には、その直前の終値）の100％に相当する金額に修正される。

 (2）前号にかかわらず、前号に基づく修正後の行使価額が下限行使価額を下回ることとな

る場合には、行使価額は下限行使価額とする。

 (3）上記第(1)号にかかわらず、当社又はその企業集団（連結財務諸表の用語、様式及び

作成方法に関する規則第４条第１項第１号に定める企業集団をいう。）に属するいず

れかの会社に関する未公表の事実であって、それが公表された場合に当社の株価に相

当な影響を及ぼすおそれがある事実（金融商品取引法第166条第２項及び第167条第２

項に定める事実を含むがこれに限られない。）が存在する場合には、当社は、上記第

(1)号に基づく行使価額の修正を行うことができない。

 ３　行使価額の調整

 (1）当社は、当社が本新株予約権の発行後、下記第(2)号に掲げる各事由により当社の発

行済普通株式数に変更を生じる場合又は変更を生じる可能性がある場合には、次に定

める算式（以下「行使価額調整式」という。）をもって行使価額を調整する。

 
  

    
既発行株式数＋

新発行・処分株式数×１株当たりの払込金額

調整後
行使価額

＝
調整前
行使価額

×
時価

既発行株式数＋新発行・処分株式数
 

 (2）行使価額調整式により行使価額の調整を行う場合及び調整後の行使価額の適用時期に

ついては、次に定めるところによる。

 ①　下記第(4)号②に定める時価を下回る払込金額をもって当社普通株式を新たに発

行し、又は当社の保有する当社普通株式を処分する場合（無償割当てによる場合

を含む。）（但し、新株予約権（新株予約権付社債に付されたものを含む。）の

行使、取得請求権付株式又は取得条項付株式の取得、その他当社普通株式の交付

を請求できる権利の行使によって当社普通株式を交付する場合、及び会社分割、

株式交換又は合併により当社普通株式を交付する場合を除く。）

 調整後の行使価額は、払込期日（募集に際して払込期間を定めた場合はその最終

日とし、無償割当ての場合はその効力発生日とする。）以降、又はかかる発行若

しくは処分につき株主に割当てを受ける権利を与えるための基準日がある場合は

その日の翌日以降これを適用する。

 ②　株式の分割により普通株式を発行する場合

 調整後の行使価額は、株式の分割のための基準日の翌日以降これを適用する。
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 ③　下記第(4)号②に定める時価を下回る払込金額をもって当社普通株式を交付する

定めのある取得請求権付株式又は下記第(4)号②に定める時価を下回る払込金額

をもって当社普通株式の交付を請求できる新株予約権（新株予約権付社債に付さ

れたものを含む。）を発行又は付与する場合（但し、当社又はその関係会社（財

務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則第８条第８項に定める関係会社

をいう。）の取締役その他の役員又は使用人に新株予約権を割り当てる場合を除

く。）

 調整後の行使価額は、取得請求権付株式の全部に係る取得請求権又は新株予約権

の全部が当初の条件で行使されたものとみなして行使価額調整式を適用して算出

するものとし、払込期日（新株予約権の場合は割当日）以降又は（無償割当ての

場合は）効力発生日以降これを適用する。但し、株主に割当てを受ける権利を与

えるための基準日がある場合には、その日の翌日以降これを適用する。

 ④　当社の発行した取得条項付株式又は取得条項付新株予約権（新株予約権付社債に

付されたものを含む。）の取得と引換えに下記第(4)号②に定める時価を下回る

価額をもって当社普通株式を交付する場合

 調整後の行使価額は、取得日の翌日以降これを適用する。

 ⑤　本号①乃至③の場合において、基準日が設定され、且つ、効力の発生が当該基準

日以降の株主総会、取締役会その他当社の機関の承認を条件としているときに

は、本号①乃至③にかかわらず、調整後の行使価額は、当該承認があった日の翌

日以降これを適用する。この場合において、当該基準日の翌日から当該承認が

あった日までに本新株予約権の行使請求をした新株予約権者に対しては、次の算

出方法により、当社普通株式を交付する。

 
 

株式数＝

（調整前行使価額－調整後行使価額）×
調整前行使価額により当該
期間内に交付された株式数

調整後行使価額
 

 この場合、１株未満の端数を生じたときはこれを切り捨てるものとする。

 (3）行使価額調整式により算出された調整後の行使価額と調整前の行使価額との差額が１

円未満にとどまる場合は、行使価額の調整は行わない。但し、その後行使価額の調整

を必要とする事由が発生し、行使価額を調整する場合には、行使価額調整式中の調整

前行使価額に代えて調整前行使価額からこの差額を差し引いた額を使用する。

 (4）①　行使価額調整式の計算については、円位未満小数第２位まで算出し、小数第２位

を四捨五入する。

 ②　行使価額調整式で使用する時価は、調整後の行使価額が初めて適用される日に先

立つ45取引日目に始まる30取引日の株式会社東京証券取引所における当社普通株

式の終値の平均値（終値のない日数を除く。）とする。この場合、平均値の計算

は、円位未満小数第２位まで算出し、小数第２位を四捨五入する。

 ③　行使価額調整式で使用する既発行株式数は、株主に割当てを受ける権利を与える

ための基準日がある場合はその日、また、かかる基準日がない場合は、調整後の

行使価額を初めて適用する日の１ヶ月前の日における当社の発行済普通株式の総

数から、当該日において当社の保有する当社普通株式を控除した数とする。ま

た、上記第(2)号⑤の場合には、行使価額調整式で使用する新発行・処分株式数

は、基準日において当社が有する当社普通株式に割当てられる当社の普通株式数

を含まないものとする。

 (5）上記第(2)号の行使価額の調整を必要とする場合以外にも、次に掲げる場合には、当

社は、本新株予約権者と協議のうえ、その承認を得て、必要な行使価額の調整を行

う。

 ①　株式の併合、資本の減少、会社分割、株式交換又は合併のために行使価額の調整

を必要とするとき。

 ②　その他当社の発行済普通株式数の変更又は変更の可能性が生じる事由の発生によ

り行使価額の調整を必要とするとき。

 ③　行使価額を調整すべき複数の事由が相接して発生し、一方の事由に基づく調整後

の行使価額の算出にあたり使用すべき時価につき、他方の事由による影響を考慮

する必要があるとき。
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 (6）上記第(2)号の規定にかかわらず、上記第(2)号に基づく調整後の行使価額を初めて適

用する日が本欄第２項に基づく行使価額の修正日と一致する場合には、上記第(2)号

に基づく行使価額の調整は行わないものとする。但し、この場合も、下限行使価額に

ついては、かかる調整を行うものとする。

 (7）行使価額の調整を行うときは、当社は、調整後の行使価額の適用開始日の前日まで

に、本新株予約権者に対し、かかる調整を行う旨並びにその事由、調整前の行使価

額、調整後の行使価額及びその適用開始日その他必要な事項を書面で通知する。但

し、上記第(2)号⑤に定める場合その他適用開始日の前日までに上記通知を行うこと

ができない場合には、適用開始日以降速やかにこれを行う。また、上記第(6)号の規

定が適用される場合には、かかる通知は下限行使価額の調整についてのみ行う。

新株予約権の行使により

株式を発行する場合の株

式の発行価額の総額

2,003,783,712円

別記「新株予約権の行使時の払込金額」欄第２項により、行使価額が修正された場合には、

上記株式の発行価額の総額は増加又は減少する。また、本新株予約権の行使期間内に行使が

行われない場合及び当社が取得した本新株予約権を消却した場合には、上記株式の発行価額

の総額は減少する。

新株予約権の行使により

株式を発行する場合の株

式の発行価格及び資本組

入額

１　本新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式１株の発行価格

本新株予約権の行使により発行する当社普通株式１株の発行価格は、行使請求に係る各

本新株予約権の行使に際して払込むべき金額の総額に、行使請求に係る各本新株予約権

の払込金額の総額を加えた額を、当該行使時点で有効な割当株式数で除した額とする。

 ２　本新株予約権の行使により株式を発行する場合の増加する資本金及び資本準備金

 本新株予約権の行使により株式を発行する場合の増加する資本金の額は、会社計算規則

第17条の定めるところに従って算定された資本金等増加限度額に0.5を乗じた金額と

し、計算の結果１円未満の端数を生じる場合はその端数を切り上げた額とする。増加す

る資本準備金の額は、資本金等増加限度額より増加する資本金の額を減じた額とする。

新株予約権の行使期間 2018年９月19日から2021年９月17日までとする。

新株予約権の行使請求の

受付場所、取次場所及び

払込取扱場所

１　本新株予約権の行使請求受付場所

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号

 ２　本新株予約権の行使請求取次場所

 該当事項はありません。

 ３　本新株予約権の行使請求の払込取扱場所

 株式会社三菱ＵＦＪ銀行　京橋支店

 東京都中央区銀座一丁目７番３号

新株予約権の行使の条件 各本新株予約権の一部行使はできない。

自己新株予約権の取得の

事由及び取得の条件

１　当社は、本新株予約権の取得が必要と当社取締役会が決議した場合は、本新株予約権の

払込期日の翌日以降、会社法第273条及び第274条の規定に従って通知をしたうえで、当

社取締役会で定める取得日に、本新株予約権１個当たり658円の価額で、本新株予約権

者（当社を除く。）の保有する本新株予約権の全部又は一部を取得することができる。

一部取得をする場合には、抽選その他の合理的な方法により行うものとする。

 ２　当社は、当社が吸収合併消滅会社となる吸収合併、新設合併消滅会社となる新設合併、

吸収分割会社となる吸収分割、新設分割会社となる新設分割、株式交換完全子会社とな

る株式交換、又は株式移転完全子会社となる株式移転を行うこと（以下これらを総称し

て「組織再編行為」という。）を当社の株主総会（株主総会の決議を要しない場合は、

取締役会）で承認決議した場合において別記「組織再編成行為に伴う新株予約権の交付

に関する事項」欄に従い再編当事会社（別記「組織再編成行為に伴う新株予約権の交付

に関する事項」欄に定義する。）の新株予約権が交付されないときは、会社法第273条

の規定に従って通知をしたうえで、当該組織再編行為の効力発生日より前で、且つ、当

社取締役会で定める取得日に、本新株予約権１個当たり658円の価額で、本新株予約権

者（当社を除く。）の保有する本新株予約権の全部を取得する。

新株予約権の譲渡に関す

る事項

該当事項はありません。

代用払込みに関する事項 該当事項はありません。
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組織再編成行為に伴う新

株予約権の交付に関する

事項

当社が組織再編行為を行う場合は、当該組織再編行為の効力発生日の直前において残存する

本新株予約権に代わり、それぞれ吸収合併存続会社、新設合併設立会社、吸収分割承継会

社、新設分割設立会社、株式交換完全親会社又は株式移転設立完全親会社（以下「再編当事

会社」と総称する。）は以下の条件に基づき本新株予約権にかかる新株予約権者に新たに新

株予約権を交付するものとする。

 (1）新たに交付される新株予約権の数

 新株予約権者が有する本新株予約権の数をもとに、組織再編行為の条件等を勘案して合

理的に調整する。調整後の１個未満の端数は切り捨てる。

 (2）新たに交付される新株予約権の目的たる株式の種類

 再編当事会社の普通株式

 (3）新たに交付される新株予約権の目的たる株式の数の算定方法

 本新株予約権の発行要項をもとに、組織再編行為の条件等を勘案して合理的に調整す

る。調整後の１株未満の端数は切り上げる。

 (4）新たに交付される新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

 本新株予約権の発行要項をもとに、組織再編行為の条件等を勘案して合理的に調整す

る。調整後の１円未満の端数は切り上げる。

 (5）新たに交付される新株予約権にかかる行使期間、当該新株予約権の行使により株式を発

行する場合における増加する資本金及び資本準備金、再編当事会社による当該新株予約

権の取得事由、組織再編行為の場合の新株予約権の交付、新株予約権証券及び行使の条

件

 別記「新株予約権の行使期間」欄、別記「新株予約権の行使の条件」欄、別記「自己新

株予約権の取得の事由及び取得の条件」欄、本欄、別記「新株予約権の行使により株式

を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」欄及び注３に準じて、組織再編行為

に際して決定する。

　（注）１　行使価額修正条項付新株予約権付社債券等に係る事項

(1）行使価額修正条項付新株予約権付社債等の発行により資金の調達をしようとする理由

「第一部　証券情報　第１　募集要項　２　新規発行新株予約権証券（2018年第２回新株予約権証券）　

(2）新株予約権の内容等　注１　(1）行使価額修正条項付新株予約権付社債等の発行により資金の調達を

しようとする理由」を参照のこと

(2）企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第９項に規定する場合に該当する場合にあっては、同項に規定

するデリバティブ取引その他の取引として予定する取引の内容

「第一部　証券情報　第１　募集要項　２　新規発行新株予約権証券（2018年第２回新株予約権証券）　

(2）新株予約権の内容等　注１　(2）企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第９項に規定する場合に

該当する場合にあっては、同項に規定するデリバティブ取引その他の取引として予定する取引の内容」を

参照のこと

(3）当該行使価額修正条項付新株予約権付社債券等に表示された権利の行使に関する事項について割当予定先

との間で締結する予定の取決め内容

「第一部　証券情報　第１　募集要項　２　新規発行新株予約権証券（2018年第２回新株予約権証券）　

(2）新株予約権の内容等　注１　(3）当該行使価額修正条項付新株予約権付社債券等に表示された権利の

行使に関する事項について割当予定先との間で締結する予定の取決め内容」を参照のこと

(4）当社の株券の売買について割当予定先との間で締結する予定の取決めの内容

「第一部　証券情報　第１　募集要項　２　新規発行新株予約権証券（2018年第２回新株予約権証券）　

(2）新株予約権の内容等　注１　(4）当社の株券の売買について割当予定先との間で締結する予定の取決

めの内容」を参照のこと

(5）当社の株券の貸借に関する事項について割当予定先と当社の特別利害関係者等との間で締結される予定の

取決めの内容

「第一部　証券情報　第１　募集要項　２　新規発行新株予約権証券（2018年第２回新株予約権証券）　

(2）新株予約権の内容等　注１　(5）当社の株券の貸借に関する事項について割当予定先と当社の特別利

害関係者等との間で締結される予定の取決めの内容」を参照のこと

(6）その他投資者の保護を図るため必要な事項

「第一部　証券情報　第１　募集要項　２　新規発行新株予約権証券（2018年第２回新株予約権証券）　

(2）新株予約権の内容等　注１　(6）その他投資者の保護を図るため必要な事項」を参照のこと

２　本新株予約権の行使請求の方法

(1）本新株予約権を行使する場合、上記表中「新株予約権の行使期間」欄記載の本新株予約権を行使すること

ができる期間中に上記表中「新株予約権の行使請求の受付場所、取次場所及び払込取扱場所」欄記載の行

使請求受付場所に対して、行使請求に必要な事項を通知するものとする。
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(2）本新株予約権を行使する場合、前号の行使請求の通知に加えて、本新株予約権の行使に際して払込むべき

金額の全額を現金にて上記表中「新株予約権の行使請求の受付場所、取次場所及び払込取扱場所」欄に定

める払込取扱場所の当社が指定する口座に振り込むものとする。

(3）本新株予約権の行使請求の効力は、上記表中「新株予約権の行使請求の受付場所、取次場所及び払込取扱

場所」欄記載の行使請求受付場所に対する行使請求に必要な全部の事項の通知が行われ、かつ当該本新株

予約権の行使に際して払込むべき金額の全額が前号に定める口座に入金された日に発生する。

３　新株予約権証券の不発行

当社は、本新株予約権に関して、新株予約権証券を発行しない。

４　社債、株式等の振替に関する法律の適用等

本新株予約権は、社債、株式等の振替に関する法律に定める振替新株予約権とし、その全部について同法の

規定の適用を受ける。また、本新株予約権の取扱いについては、株式会社証券保管振替機構の定める株式等

の振替に関する業務規程、同施行規則その他の規則に従う。

 

（３）【新株予約権証券の引受け】

　該当事項はありません。

 

４【新規発行による手取金の使途】

（１）【新規発行による手取金の額】

払込金額の総額（円） 発行諸費用の概算額（円） 差引手取概算額（円）

4,016,062,406 6,000,000 4,010,062,406

　（注）１　払込金額の総額は、本新株予約権の発行価額の総額（2018年第１回新株予約権、2018年第２回新株予約権及

び2018年第３回新株予約権の合計15,548,406円）に本新株予約権の行使に際して払込むべき金額の合計額

（2018年第２回新株予約権及び2018年第３回新株予約権については当初行使価額ですべての本新株予約権が

行使されたと仮定した場合の本新株予約権の行使に際して払込むべき金額の合計額であり、2018年第１回新

株予約権、2018年第２回新株予約権及び2018年第３回新株予約権の合計4,000,514,000円）を合算した金額

であります。

 発行価額の総額（円） 行使に際して払込むべき金額（円）

2018年第１回新株予約権 8,023,330 1,000,034,000

2018年第２回新株予約権 4,061,364 1,000,160,000

2018年第３回新株予約権 3,463,712 2,000,320,000

合計 15,548,406 4,000,514,000

２　2018年第１回新株予約権については行使価額が調整された場合、2018年第２回新株予約権及び2018年第３回

新株予約権について行使価額が修正又は調整された場合には、行使に際して払込むべき金額の合計額は増加

又は減少する可能性があります。権利行使期間内に本新株予約権の行使が行われない場合及び当社が本新株

予約権を取得し、消却した場合には、本新株予約権の行使に際して払込むべき金額の合計額は減少し、その

結果、払込金額の総額は減少します。

３　発行諸費用の概算額には、消費税及び地方消費税は含まれておりません。

４　発行諸費用の概算額は、弁護士費用、価額算定費用、有価証券届出書作成費用等の合計額であります。
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（２）【手取金の使途】

具体的な使途 金額（円） 支出予定時期

リノベマンション事業における中古マンション物件取得資金 4,010,062,406 2018年９月～2021年９月

本新株予約権による資金調達予定額約40億円については、リノベマンション事業における中古マンション物

件の取得資金に充当する予定です。「第一部　証券情報　第１　募集要項　２　新規発行新株予約権証券

（2018年第２回新株予約権証券）　(2)　新株予約権の内容等　(注)１　(1)　行使価額修正条項付新株予約権

付社債等の発行により資金の調達をしようとする理由　（ア）募集の目的及び理由」に記載の通り「中古住宅

の流通」の重要性は益々増しており、中古マンション市場については、一層の拡大の余地がある成長マーケッ

トであると考えています。このような市場環境の中、当社グループでは、2018年１月12日に公表した５カ年経

営計画「Challenge 2022」において、将来収益の源泉となる中古マンションである販売用不動産残高を積極的

に積み上げていく方針を打ち出しており、必要となる物件取得資金としては、利益成長により着実に自己資本

を積み増し、自己資本比率25％の維持を目途に最大限レバレッジを効かせた借入れによる資金調達を想定して

おりました。このような方針のもと、今期より５カ年経営計画をスタートいたしましたが、2018年11期第２四

半期時点においては、物件仕入人員の増強や地方主要都市へのエリア戦略が功を奏し、販売用不動産残高につ

いては、2017年11月期末からの６カ月間で既に約66億円（約14.8％）と、年間約100億円の増加とした当初計

画値を大幅に上回るペースでの積み上げとなっております。今後も、このペースを維持し、事業規模の成長ス

ピードをより加速させるため、今後の中古マンション物件の取得に備えた機動的な資金調達枠を確保すべく、

当初5カ年経営計画策定時には想定していなかったエクイティ・ファイナンスとして本新株予約権により段階

的に自己資本の増強を行うことで、借入余力をあらかじめ拡大しておくことが重要であると考えております。

昨今の不動産市況及び借入環境が今後も継続するとし、本新株予約権による約40億円の資金調達が実現すると

仮定した場合、レバレッジを効かせ借入枠の拡大を実現することで、最大160億円程度の追加的な資産取得が

可能であると見込んでおります。これにより販売用不動産残高を年間約100億円増加するとした当初計画値を

上回る分の物件取得資金として、概ね３年分を十分にカバーできると想定しております。

（注）１　本新株予約権の行使に際して出資される財産の価額の合計額を含めた差引手取概算額は、上記

「４　新規発行による手取金の使途　(1）新規発行による手取金の額」に記載の通り

4,010,062,406円です。但し、本新株予約権の行使は割当予定先の判断によるため、現時点におい

て調達できる資金の額及び時期は確定したものではありません。そのため、上表の支出予定時期に

ついては現時点における予定であり、具体的な金額、使途及び支出予定時期については、本新株予

約権の行使による資金調達がなされた時点の状況に応じて変更される場合があります。なお、資金

使途及びその内訳又は支出予定時期が変更された場合は、適切に開示します。

２　当社の株価が行使価額を下回る水準で推移し、本新株予約権の行使による資金調達が進まない状況

において資金が必要となった場合には、当社手持ち資金を充当し又はその他のファイナンス手段を

検討して資金を調達する予定です。

３　取得の対象となる中古マンション物件が見つからなかった場合において、調達した資金が上記支出

予定時期において当該費用に全て充当されない場合も考えられます。その場合、当社は、引き続き

取得の対象となり得る物件を探し、上記支出予定時期以降においても、リノベマンション事業にお

ける中古マンション物件取得に使用する考えでおります。その場合は適切に開示いたします。

４　当社は、本新株予約権の払込みにより調達した資金を速やかに支出する計画でありますが、支出実

行までに時間を要する場合には銀行預金等にて安定的な資金管理を図る予定であります。

 

第２【売出要項】
　該当事項はありません。
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【募集又は売出しに関する特別記載事項】

ロックアップについて

　本新株予約権の募集に関連して、当社は割当予定先に対して、第三者割当契約締結日以降、(イ)割当日から180日間

が経過した日又は(ロ)未行使の本新株予約権が存在しなくなった日のうちいずれか早い方の日までの間、割当予定先の

事前の書面による承諾を受けることなく、ロックアップ対象有価証券（以下に定義します。）の発行（株式分割及び株

式無償割当てを含みません。）若しくは処分又はこれに関する公表を行わない旨合意しております。但し、法令上必要

とされる場合にはこの限りではありません。

　「ロックアップ対象有価証券」とは、当社の普通株式並びに当社の普通株式を取得する権利又は義務の付された有価

証券（新株予約権、新株予約権付社債及び発行会社の普通株式を対価とする取得請求権又は取得条項の付された株式を

含みますがこれらに限られません。）をいいますが、かかる普通株式及び有価証券のうち、(イ)当社及び当社の子会社

の役員及び従業員に対して発行される新株予約権並びにこれらの者に対して既に発行され又は今後発行される新株予約

権の行使により発行又は処分されるもの、(ロ)第三者割当契約の締結日において既に発行されている新株予約権の行使

により発行又は処分されるもの、(ハ)資本提携契約に伴って実施される第三者割当により発行又は処分されるもの、並

びに(ニ)本件第三者割当及び本新株予約権の行使に関連して発行又は処分されるものを除きます。

 

第３【第三者割当の場合の特記事項】

１【割当予定先の状況】

ａ．割当予定先の概要

名称 UBS AG London Branch

本店の所在地
連合王国 EC2M 2QS ロンドン ブロードゲート 5

（5 Broadgate London, EC2M 2QS, United Kingdom）

国内の主たる事務所の責任者の氏名及び連絡先

ＵＢＳ証券株式会社

代表取締役社長　　中村　善二

03-5208-6000（代表）

代表者の役職及び氏名
最高経営責任者（ＣＥＯ）　　セルジオ　Ｐ．エルモッティ（Sergio

P. Ermotti）

資本金 385百万スイス・フラン（連結、2018年６月30日時点）

事業の内容 投資銀行業務及び証券業務

主たる出資者及びその出資比率 UBS Group AG（100.0％）

　（注）　「代表者の役職及び氏名」以下の項目については、割当予定先であるUBS AG London Branchの本店であるUBS 

AGの情報を記載しております。

 

ｂ．提出者と割当予定先との間の関係

出資関係

当社が保有している割当予定先の株

式の数
該当事項はありません。

割当予定先が保有している当社の株

式の数

（2018年８月27日現在）

普通株式5,900株

人事関係 該当事項はありません。

資金関係 該当事項はありません。

技術又は取引関係 該当事項はありません。

 

ｃ．割当予定先の選定理由

　当社は今回の資金調達を実施するにあたり、複数の証券会社から提案を受け、様々な資金調達方法についての検

討を進めてまいりました。その中で、ＵＢＳグループの日本法人であるＵＢＳ証券株式会社より提案を受けた資金

調達方法が、株価に対する一時的な影響を抑制しつつ、資金需要動向に応じた資金調達を達成したいという当社の

ファイナンスニーズに最も合致していると判断いたしました。また、ＵＢＳグループは、当社のニーズを充足する

本スキームの提供を含め、多様な金融商品を持ち、かつ新株予約権の買取業務において多くの実績を残しているこ

と、本新株予約権の発行後における投資家とのＩＲサポート業務を含めた総合的なサービスの提案があったこと等

を総合的に勘案し、ＵＢＳグループにおいて証券業務を手掛けるUBS AG London Branchを割当予定先として決定い

たしました。
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（注）　本新株予約権に係る第三者割当は、日本証券業協会会員であるＵＢＳ証券株式会社の斡旋を受けて行われ

るものであり、日本証券業協会の定める「第三者割当増資等の取扱いに関する規則」（自主規制規則）の

適用を受けて行われるものです。

 

ｄ．割り当てようとする株式の数

新株予約権の目的である株式の総数1,310,600株（2018年第１回新株予約権427,000株、2018年第２回新株予約権

357,200株、2018年第３回新株予約権526,400株）

 

ｅ．株券等の保有方針

　本新株予約権について、当社と割当予定先との間で、継続保有及び預託に関する取決めはありませんが、締結す

る予定の第三者割当契約により、割当予定先が本新株予約権を譲渡しようとする場合は当社の取締役会の承認が必

要となります。

　当社は、割当予定先が本新株予約権の行使により取得する当社株式を長期間保有する意思を有しておらず、本新

株予約権の行使により取得する当社株式を市場動向を勘案しながら売却する方針であることを口頭にて確認してお

ります。

　また、当社は、締結する予定の第三者割当契約において、株式会社東京証券取引所の上場規程第434条第１項及

び同施行規則第436条第１項乃至第５項並びに日本証券業協会の「第三者割当増資等の取扱いに関する規則」第13

条に従い、所定の適用除外の場合を除き、行使価額修正条項付新株予約権等の制限超過行使（ある暦月において、

当該暦月において行使価額修正条項付新株予約権等の行使により交付されることになる株式の数の合計が、当該新

株予約権等の払込期日時点の上場株式数の10％を超えることとなる新株予約権等の行使）を割当予定先に行わせな

いことを第三者割当契約において合意する予定です。

 

ｆ．払込みに要する資金等の状況

　割当予定先はUBS AGのロンドン支店であるところ、UBS AGにおいて本新株予約権の払込金額の総額の払込み及び

行使に要する資金は確保されている旨の報告を、本件の斡旋を行うＵＢＳ証券株式会社の担当者から口頭で受ける

とともに、UBS AGの直近の「Second quarter 2018 report」（2018年７月24日公表、未監査）より、2018年６月30

日現在の純資産額は50,834百万スイス・フラン、現預金は102,262百万スイス・フラン（それぞれ約５兆6,364億

円、約11兆3,388億円、換算レート１スイス・フラン110.88円（2018年６月30日の仲値））と確認しているほか、

当該資金の払込みについては第三者割当契約において割当予定先の義務として確約されることから、当社としてか

かる払込みに支障はないと判断しております。

 

ｇ．割当予定先の実態

　割当予定先はUBS AGのロンドン支店であるところ、UBS AGはスイス連邦の行政機関である連邦金融市場監督機構

（Swiss Financial Market Supervisory Authority(FINMA)）、英国金融行為監督機構（Financial Conduct 

Authority）及び英国健全性規制機構（Prudential Regulatory Authority）の監督及び規制を受けています。ま

た、UBS AGの100％親会社であるUBS Group AGは、その株式をスイス連邦国内のスイス証券取引所及び米国ニュー

ヨーク証券取引所に上場しており、両取引所の監督及び取引所規則による規制を受けています。

　当社は、連邦金融市場監督機構ホームページ、英国金融行為監督機構ホームページ、英国健全性規制機構ホーム

ページ、UBS AG及びUBS Group AGのアニュアルレポート等で割当予定先の属するグループが諸外国の監督及び規制

の下にある事実について確認しており、また本件の斡旋を行うＵＢＳ証券株式会社の担当者との面談によるヒアリ

ング内容を踏まえ、割当予定先及び割当予定先の役員又は主要株主が反社会的勢力と一切関係ないことを確認して

おります。

 

２【株券等の譲渡制限】

　本新株予約権には譲渡制限は付されていません。但し、当社が割当予定先との間で締結する予定の第三者割当契約

において、本新株予約権の譲渡については当社取締役会の承認が必要である旨が定められます。
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３【発行条件に関する事項】

(1）払込金額の算定根拠及びその具体的内容

　当社は、本新株予約権の発行要項及び割当予定先との間で締結する予定の第三者割当契約に定められる諸条件を

考慮した本新株予約権の価格の評価を第三者算定機関である株式会社赤坂国際会計（東京都港区元赤坂一丁目１番

８号　赤坂コミュニティビル４Ｆ　代表取締役　黒崎知岳）（以下「赤坂国際会計」といいます。）に依頼いたし

ました。当該算定機関は、一般的な価格算定モデルであるモンテカルロ・シミュレーションを基礎として、評価基

準日の市場環境、当社株式の流動性、当社の資金調達需要、当社及び割当予定先の本新株予約権の権利行使行動、

割当予定先の株式処分コスト等に関する一定の前提（当社の資金調達需要が一様に発生すること、当社の資金調達

需要が発生している場合には当社が行使停止を実施しないこと、当社からの通知による本新株予約権の取得は実施

しないこと、割当予定先は当社からの行使停止指定のない期間には市場出来高の一定割合の範囲内で速やかに本新

株予約権の権利行使及び当社株式の売却を実施すること、割当予定先による本新株予約権の行使及び株式の売却に

際して当社がその時点で公募増資等を実施したならば負担するであろうコストと同水準のコストが発生すること

等）を置き本新株予約権の価格の評価を実施しています。当社は、当該算定機関の価格評価（以下「本評価書」と

いいます。）における各新株予約権の評価額を参考に、割当予定先との協議を経て、本新株予約権１個の発行価額

を、当該評価額と同額の1,879円（2018年第１回新株予約権）、1,137円（2018年第２回新株予約権）及び658円

（2018年第３回新株予約権）といたしました。当該発行価額は、本評価書で示された本新株予約権の価格の評価額

と同額で決定されていること、また、上記「第１　募集要項　２　新規発行新株予約権証券（2018年第２回新株予

約権証券）　(2）新株予約権の内容等　（注）１　(1）行使価額修正条項付新株予約権付社債等の発行により資金

の調達をしようとする理由　（ウ）資金調達手法の選択理由」に記載した本新株予約権の内容や特徴を勘案の上、

本新株予約権の発行価額が合理的であると判断いたしました。

　また、本新株予約権の行使価額又は当初行使価額は、当社の資金需要に加えて権利行使の蓋然性とのバランスを

考慮した上で、発行決議日（2018年８月30日）の前取引日（2018年８月29日）の株式会社東京証券取引所における

当社普通株式の終値を、2018年第１回新株予約権は10.0％、2018年第２回新株予約権は31.5％、2018年第３回新株

予約権は78.5％（小数点以下第２位を四捨五入しております）、それぞれ上回る額といたしました。

　当社監査等委員会も、①赤坂国際会計は当社と顧問契約関係になく、当社及び当社経営陣から独立していると認

められること、②赤坂国際会計は割当予定先とは契約関係にない独立した立場で本評価書を提出していること、③

本新株予約権の評価については、その算定根拠及び前提条件に関して赤坂国際会計から説明を受けた内容が合理的

なものであると判断できること、④赤坂国際会計は新株予約権の評価単価の算定について豊富な経験を有してお

り、その専門家としての能力について、特段問題となる点はないと考えられることから、本新株予約権の払込金額

は、割当予定先に特に有利でないと判断しております。

 

(2）発行数量及び株式の希薄化の規模が合理的であると判断した理由

　本新株予約権が全て行使された場合に交付される株式の数は合計1,310,600株（議決権数13,106個）であり、

2018年８月29日現在の当社発行済株式総数18,228,712株（議決権数182,259個）を分母とする希薄化率は7.19％

（議決権の総数に対する割合は7.19％）に相当します。しかしながら、今回の資金調達により、リノベマンション

事業における中古マンション物件取得に係る費用に充当し、今後の更なる物件取得の機会に備えることで、企業価

値の向上及び株主価値の増加を目指していくこととしており、発行数量及び株式の希薄化の規模は、合理的である

と判断いたしました。

　また、①当社は、停止指定により一定程度本新株予約権の行使をコントロールすることが可能であること、②本

新株予約権の行使により取得される株式数の合計1,310,600株に対し、当社株式の過去３ヶ月間における１日当た

り平均出来高は110,891株であり、一定の流動性を有していること、③将来的に本新株予約権による資金調達の必

要性がなくなった場合には、当社の裁量により、残存する本新株予約権を取得できる条項を付していること、さら

に、④本新株予約権は３回号から構成されておりそれぞれ異なる行使価額に設定されているため、株式の希薄化が

段階的に進むことが見込まれることから、本新株予約権の発行は、市場に過度の影響を与える規模ではなく、希薄

化の規模も合理的であると判断いたしました。

 

４【大規模な第三者割当に関する事項】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

スター・マイカ株式会社(E05628)

有価証券届出書（参照方式）

28/31



５【第三者割当後の大株主の状況】

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

総議決権数に
対する所有議
決権数の割合

割当後の所
有株式数
（株）

割当後の総議
決権数に対す
る所有議決権
数の割合

株式会社オフィス扇
東京都港区虎ノ門三丁目18番

６号
2,974,000 16.32％ 2,974,000 15.22％

日本トラスティ・サービス信

託銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番

11号
2,024,900 11.11％ 2,024,900 10.36％

水永　政志 東京都港区 1,841,100 10.10％ 1,841,100 9.42％

田口　弘 東京都渋谷区 1,800,000 9.88％ 1,800,000 9.21％

UBS AG London Branch

連合王国 EC2M 2QS ロンドン

ブロードゲート 5

（5 Broadgate London, EC2M

2QS, United Kingdom）

5,900 0.03％ 1,316,500 6.74％

日本マスタートラスト信託銀

行株式会社（信託口）

東京都港区浜松町二丁目11番

３号
1,247,200 6.84％ 1,247,200 6.38％

MSIP CLIENT SECURITIES（常

任代理人：モルガン・スタン

レーＭＵＦＧ証券株式会社）

25 Cabot Square,Canary

Wharf,London El4 4QA,U.K.

（東京都千代田区大手町一丁

目９番７号　大手町フィナン

シャルシティ　サウスタ

ワー）

399,302 2.19％ 399,302 2.04％

資産管理サービス信託銀行株

式会社

（証券投資信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番

12号　晴海アイランドトリト

ンスクエアオフィスタワーＺ

棟

397,500 2.18％ 397,500 2.03％

BBH/SUMITOMO MITSUI TRUST

(UK) LIMITED FOR SMT

TRUSTEES(IRELAND) LIMITED

FOR JAPAN SMALL CAP FUND

CLT AC

（常任代理人：株式会社三井

住友銀行）

BLOCK5,HARCOURT CENTRE

HARCOURT ROAD,DUBLIN 2

（東京都千代田区丸の内一丁

目３番２号）

323,500 1.77％ 323,500 1.66％

KIA FUND 136

（常任代理人：シティバン

ク、エヌ・エイ東京支店）

MINITRIES COMPLEX POBOX 64

SATAT 13001 KUWAIT

（東京都新宿区新宿六丁目27

番30号）

268,100 1.47％ 268,100 1.37％

計 － 11,281,502 61.89％ 12,592,102 64.43％

　（注）１　割当前の「所有株式数」及び「総議決権数に対する所有議決権の割合」は、UBS AG London Branchについて

は2018年８月27日現在の所有株式数を、その他の株主については2018年５月31日時点の株主名簿に記載され

た数値を基準とし記載しております。なお、「総議決権数に対する所有議決権数の割合」については、小数

点以下第３位を四捨五入しております。

２　割当予定先であるUBS AG London Branchの「割当後の所有株式数」は、割当予定先が、本新株予約権の行使

により取得する当社株式をすべて保有した場合の数となります。但し、上記「１　割当予定先の状況　ｅ．

株券等の保有方針」欄に記載のとおり、割当予定先は本新株予約権の行使により取得する当社株式を長期間

保有する意思を有しておりません。

３　「割当後の所有株式数」及び「割当後の総議決権数に対する所有議決権数の割合」は、割当前の所有株式数

及び所有議決権数に、本新株予約権の行使により取得される株式の総数及び当該株式に係る議決権数を加え

て算定しております。なお、「割当後の総議決権数に対する所有議決権数の割合」については、小数点以下

第３位を四捨五入しております。
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６【大規模な第三者割当の必要性】

　該当事項はありません。

 

７【株式併合等の予定の有無及び内容】

　該当事項はありません。

 

８【その他参考になる事項】

　該当事項はありません。

 

第４【その他の記載事項】
　該当事項はありません。
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第二部【公開買付けに関する情報】

第１【公開買付けの概要】
　該当事項はありません。

 

第２【統合財務情報】
　該当事項はありません。

 

第３【発行者（その関連者）と対象者との重要な契約】
　該当事項はありません。

 

第三部【参照情報】

第１【参照書類】
　会社の概況及び事業の概況等金融商品取引法第５条第１項第２号に掲げる事項については、以下に掲げる書類を参照

すること。

 

１【有価証券報告書及びその添付書類】

　事業年度　第17期（自　2016年12月１日　至　2017年11月30日）2018年２月26日関東財務局長に提出

 

２【四半期報告書又は半期報告書】

　事業年度　第18期第１四半期（自　2017年12月１日　至　2018年２月28日）2018年４月６日関東財務局長に提出

 

３【四半期報告書又は半期報告書】

　事業年度　第18期第２四半期（自　2018年３月１日　至　2018年５月31日）2018年７月６日関東財務局長に提出

 

４【臨時報告書】

　１の有価証券報告書提出後、本有価証券届出書提出日（2018年８月30日）までに、金融商品取引法第24条の５第４

項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に基づく臨時報告書を2018年２月26日に関

東財務局長に提出

 

第２【参照書類の補完情報】
　上記に掲げた参照書類としての有価証券報告書及び四半期報告書（以下「有価証券報告書等」という。）に記載され

た「事業等のリスク」について、当該有価証券報告書等の提出日以後本有価証券届出書提出日（2018年８月30日）まで

の間において生じた変更その他の事由はありません。

　また、当該有価証券報告書等には将来に関する事項が記載されていますが、当該事項は本有価証券届出書提出日

（2018年８月30日）現在において変更の必要はなく、また新たに記載すべき将来に関する事項もないと判断しておりま

す。

 

第３【参照書類を縦覧に供している場所】
スター・マイカ株式会社　本店

（東京都港区虎ノ門四丁目３番１号）

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

第四部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

 

第五部【特別情報】

第１【保証会社及び連動子会社の最近の財務諸表又は財務書類】
　該当事項はありません。
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